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教師のメディアリテラシー育成に関する研究動向と課題
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1．変貌する高度情報通信社会

現在我々が生きている21世紀は，高度情報通信社

会といわれている。イソターネットは家庭や学校で

重要なコミュニケーショソ手段となり，いろいろな

機能を有する携帯電話は生活に欠かせない必需品と

までになってきた。携帯電話でデジタル放送が受信

できる技術も開発されるなど，近年の情報通信技礼

（ICT）の発達は急速である。

（り　―㌣JAPAⅣ戦時の意味するもの

情報通信技術の進展と普及に大きく寄与したのが，

「e－JAPAN戦略」である。政府は，平成13年1月

に高度情報通信ネットワーク社会推進本部（IT戦

略本部）を設置し，「我が国が5年以内に世界最先

端のIT国家になること」を目指したe－JAPAN戦

略を策定した（高度情報通信ネットワーク社会推進

戦略本部，2001）。そのような社会として高度情報

通信ネットワーク社会を位置づける。国民が情報ネッ

トワークに常時接続し，すべての国民が多様な情報・

知識を世界的規模で入手・共有・発信できるように

なる社会である。こうしたITのメリットを享受で

きる社会の実現を，e－JAPAN戦略で目指した。そ

れを支えるのが，国民の情報リテラシーである。

我が国の社会変動甲歴史を紐解くと，明治維新を

機に農業社会から工業社会への移行を始め，第二次

世界大戦の終戦を磯に規格大量生産型の工業社会を

急速に発展させることに成功した経緯がある。その
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結果，維新以来の100年余りの短期間で，西欧社会

に対する経済的発展の遅れを取り戻し，経済大国に

成長した。この経済発展の恩恵は広く国民に行き渡

り，国民生活の豊かさが飛躍的に向上した。この成

功の要因は，我が国が工業社会にふさわしい社会基

盤の整備を素早く的確に実現できたことにあるとい

えるであろう。

時は流れ，コソビュ岬タや通信技術の急速な発展

とともに世界規模で進行するIT革命は，18世紀に

英国で始まった産業革命に匹敵する歴史的大転換を

社会にもたらそうとしている。産業革命では，蒸気

機関の発明を発端とする動力技術の進歩が世界を農

業社会から工業社会に移行させ，個人，企業，国家

の社会経済活動の在り方を一変させた。これに対し

て，イソターネットを中心とするITの急速な進歩

は，IT革命ととらえられ，情報流通の費用と時間

を劇的に変化させ，多様な情報のやり取りを容易に

することにより，人と人との関係，人と組織との関

係，人と社会との関係を一変させるであろう。

IT革命は，産業革命以来の大きな革命といわれ

ている。産業革命により，それまでの農業社会が，

工業社会へと変革した。すでに始まっている情報通

信技術の革新は，これまでの工業社会から「高度情

報通信ネットワーク社会」への変革の原動力・推進

力になるという。

未来学者アルピソ・トフラーはその著書『第三の

波』の中で，人類がたどってきた社会の発展を，

「農業社会」から「工業社会」そして「情報社会」

に類別している。特徴的なことは，彼が示した工業

社会の原則である。工業技術を発展させた社会の特

徴とLて「規格化」「同時化」「集中化」「分業化」

「極大化」をあげ，それらが今日ことごとく時代の
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変化に対応で きなく な っ たと い う｡

科学技術 ･ 情報通信技術の 発展とそ の利用に より ,

社会は飛躍的に 発展 したが ,
そ の矛盾点が 表出して

きた の で ある｡ そ し て 今
,
時代は I T 革命に より ,

多様化と選択 , 自由と個性化, 知識注 入か ら知識創

追 - , 共生的社会 へ と変化 して き て い る ｡

歴史的経緯を辿 れば , 産業革命に対する国 の 対応

が
, そ の 後の 国家経済の 繁栄を左右した ｡ 同様の こ

と が
,
I T 革命に お い て も い える ｡ 即 ち , 知識創発

の た め の 環境整備を行うか が ,
2 1 世紀におけ る各国

の 国際競争優位を決定付ける こ とに なる ｡ 米国はも

ちろん の こ と
,

ヨ ー ロ ッ パ や ア ジ ア の 国 々 が I T 基

盤の 構築を国家戦略と して 集中的に進め ようと して

い るの は
,
そ う した将来展望に立 っ て の こ と で ある｡

そ れに対して
,
我 が 国 の I T 革命 - の 取り組みは ,

大きな遅れをと っ て いた｡ 2 0 00 年時点では
,
イ ン タ ー

ネ ッ ト の 普及率は, 世界主要国 の 中で 低 い レ ベ ル に

あり
,
ア ジ ア ･

太平洋地域に おい て も決して 先進国

で あるとはい えない 状況 で あ っ た ｡ 変化の 速度が極

め て 速 い 中で ,
I T 革命 - の 取り組み の 遅れ が

, 将

来取り返 しの つ か な い 競争力格差を生み出す こ とに

つ なが りかね ない ｡

こ の ような背景にあ っ て
,
2 1 世紀を迎えた2 0 01 年 ,

既存の 制度, 権益 に しばられず, 早急に 革命的か つ

現実的な対応を行わなければならない と して 政府の

e -J A P A N 戦略が打ち出された ｡ ｢I T 革命と知識

創発型社会 - の移行｣ と ｢ 新しい 国家基盤 の必要性｣

を基本理念とした国家戦略 で ある ｡ こ こ で
, 実現す

べ き こ ととして
, 次 の 3 つ を唱 っ て い る ( 高度情報

通信ネ ッ ト ワ
ー

ク社会推進戦略本部 ,
2 0 0 1) 0

第 一

は
,
す べ て の 国民 が情報 1) テ ラ シ

ー

を備え,

地理 的 ･ 身体的 ･ 経済的制約等に とらわれず
,
自由

か つ 安全 に豊富な知識と情報を交流し得る こ とで あ

る｡ 第 二 は
,
自由 で規律ある競争原理 に基づ き, 常

に 多様で 効率的な経済構造に向けた改革が推進され

る こ とで ある ｡ そ して第三 は , 世界中か ら知識と才

能が集まり
,
世界で 最も先端的な情報, 技術 , 創造

力が集積 ･ 発信される こと によ っ て
,
知識創発型社

会の 地球規模 で の進歩と発展に 向けて 積極的な国際

貢献を行う こ と で ある ｡

21 世紀は ,
グ ロ ー バ ル 社会の 中で英知を競い 合う

時代 で ある ｡ I T 革命が急激に進展す る 中で 我が 国

が 産業競争力の強化と国民生活 の利便性 の 向上を実

現しつ つ , 国際社会に お い て確固たる地位を確立 し

発展して い く ため には , 人材とい う基盤が 強固 で な

く て はならな い ｡ e J A P A N 戦略の 重点政策分野の

一

つ と し て ｢ 人材育成 の 強化｣ をあげて い るゆえん

で ある ｡ そ こ で は
,
｢ 基本的考え方｣ と して 次の よ

う な 3 つ の 必要性を述べ て い る｡ 第
一

に
,
｢ 国民全

体が I T の知識 を身に 付け I T の 便益を享受 で き る

ように なり
, 更に知的創造力 ･ 論理的思考力を高め

る｣ , 第 二 に ,
｢ 国民 の 情報リテ ラ シー の 向上 に 向け

た指導を行える人材 を確保す る｣ , 第 三 に ,
｢I T の

フ ロ ソ テ ィ ア を開発する技術者 ･ 研究者及 び コ ン テ

ン ツ ･ ク リ エ イ タ ー を育成する｣ と い っ た 3 つ の 必

要性 で ある｡ これを
,
学校教育の 見地か ら考えると ,

第 一

に ,
I T を活用する情報 リ テ ラ シ ー

と ともに
,

知的創造力 ･ 論理的思考力を児童 ･ 生徒に 身に付け

さ せる こ と
, 第 二 に , 児童 ･

生徒を指導す る教師の

情報リ テ ラ シ ー

と い っ た力量を高める こと , 第三に ,

デ ジ タ ル ･ コ ン テ ソ ツ を活用 した り作成 したりで き

るような教師 ･ 指導者を育成すると い っ た 図式に換

言 で きる の で はな い だろうか ｡ e-J A P A N 戦略の 中

で も
,
｢ 小中高等学校及 び大学の I T 教育体制を強

化す るとともに , 社会人全 般に対する情報生涯教育

の 充実を図る｣ こ とを 目標 とし, ｢ 情報リ テ ラ シ ー

の 向上｣ を推進すべ き方策として い る ｡

情報化社会 - の 将来展望の もと打ち出された政府

の e -J A P A N 戦略は ,
I T に よる構造改革とも言 え

るだ ろう｡ 5 カ年計画 と い うプ ラ ン ニ ソ グの もと
,

官民をあげた国家と して の
一

体化の取り組みを推進

さ せる源泉とな っ た ｡ 世界的視野に 立 っ て , I T 国

家と して の 立 ち後れを認識し
,
種々 の 政策を立案し

た こ と は
,
I T 革命に よ る飛躍 , 利用者 ･ 生活者重

視, 国際貢献 ･

国際競争力強化とい っ た理念を国民

に 浸透 させ て い っ た ｡ I T 革命の恩恵を享受で きる

社会基盤 の 重要性, デジ タ ル デ バ イ ド ( 情報格差)

の な い I T 社会の 実現 , 安心 して I T を使え る環境

整備
,
研究開発及 び人材育成, 情報リ テ ラ シ ー

など

を, 国民に ア ピ ー ル す る こ ととな っ た ｡ 教育の世界

に と っ て も, e-J A P A N 戦略は
,
学校 へ の I T 環境

の 整備
,
そ の基盤と共に 教育の情報化を推進させ る

重要な役割を担う もの と大 い に期待された｡

今2 0 0 6 年になり ,
e -J A P A N 戦略が 打ち出され

,

5 年が た つ ｡ 我が 国の 情報通信技術 (I C T ) を取り

巻く社会は ,
ど の ように 変貌して い っ た の で あろう

か ｡ そ の 推移 に つ い て
,
述 べ て い く ｡

(2) I C T 利用の進展

e-J A P A N 戦略で は
,
｢ 情報リ テ ラ シ ー

の 普及 を

含む人材育成｣ と共 に
,
｢ 超高速ネ ッ ト ワ ー

ク イ ン

フ ラ の 整備｣ が ,
I T 革命の 推進に 不可欠 な基盤 と
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※ 1 上 記 の イ ン タ ー ネ ッ ト利 用人 口 は , パ ソ コ ソ , 携 帯 電話
･ P H S ･ 携帯 情報 端末 ,

ゲ
ー

ム1幾 ･ T V 機 器 等 の う ち ,

1 つ 以 上 の 機 器 か ら利用 し て い る 6 歳 以 上 の 者 が 対象

※ 2 平 成 1 6 年 末 の 我 が 国 の 人 口 普及 率 ( 62 . 3 % ) は , 本 調 査 で 推計 した イ ン タ ー ネ ッ ト利 用 人 口 7 , 9 4 8 万 人 を 平成

16 年1 0 月 の 全 人 口 推計値 1 億2 ,7 6 4 万 人 ( 国 立 社 会保障
･ 人 口 問題研究所 『我 が 国 の 将来人 口 推計 ( 中位推計)』)

で 険 した も の (全 人 口 に 対す る イ ソ タ
-

ネ ッ ト利 用人 口 の 比 率)

※ 3 平 成 9 - 1 2 年 末 ま で の 数 値 は ｢ 情 報通信 白書 ( 平 成1 2 年 ま で は 通信 白書)｣ よ り 抜 粋 ｡ 平 成1 3 - 1 6 年 末 の 数 値

は
,
通 信 利用動 向調査 の 推計 値

※ 4 推 計 に お い て は , 高齢 者及 び小 中学生 の 利用増 を 踏 ま え ,
対 象 年齢 を年 々 拡 げ て お り , 平 成12 年 末 以前 の 推計

結果 に つ い て は 厳 密 に 比較 出来 な い ( 平 成1 1 年 末 ま で は15
- 6 9 歳 , 平 成 1 2 年 末 は 15 - 7 9 歳 ,

平 成1 3 年 末 か ら 6

歳 以 上)

し て 述べ られて い る ｡ 日本 の I T 革命をさらに推進

さ せ るため には ,

- - ド面 の 整備 ･ 拡充は必須の 条

件で ある ｡ e -J A P A N 戦略の 重点政策分野の
一

つ に ,

｢ 超高速ネ ッ ト ワ ー ク イ ソ フ ラ整備及 び競争政 策｣

が あげられて い る の も当然 の こと で あろうo

そ れ で は, e -J A P A N 戦略が提 唱された後に , ど

の ようにネ ッ ト ワ
ー ク環境が進展し, 普及 して い っ

た の で あろうか ｡ 次に , 国民の情報通信技術 (I C T )

利用 の進展の変化をみて い く ｡

① インタ
ー ネ ッ ト利用の普及

I C T の 発達と 普及 に より ,
イ ソ タ - ネ ッ ト利用

人 口 は平成1 6 年末で7 , 9 4 8 万人と推計され ,
人 口 普

及率は6 2 . 3 % とな っ て い る ( 総務省,
2 0 0 6) ｡ こ の

数字に は ,

コ ソ ピ ュ
ー タ に よ っ て イ ン タ - ネ ッ トを

利用する人だけ で はなく , 携帯電話や !
ゲ

ー ム 機 ･

テ レ ビ機器などで 利用す る人も含まれる｡

図 1 をみ る と
,
e J A P A N 戦略の 始ま っ た前年

( 平成1 2 年) 末 に比 べ , 利用人 口 は約3 ,2 0 0 万人増 ,

人 口普及率は2 5 . 2 ポ イ ン ト増と大 幅な増加とな っ て

おり, こ の 4 年 で 国民 の イ ン タ
ー

ネ ッ ト利用が 着実

に進展して きた こ とがうか が える ｡

また
,
イ ン ターネ ッ ト利用世帯に 占める ブ ロ ー ド

バ ソ ド利用世帯は62 . 0 % と, e -JA P A N 戦略が始ま っ

た前年 ( 平成1 2 年) 末に 比べ ,
5 5 . 2 ポ イ ソ ト増と急

速に拡大 して い る ｡ ブ ロ
ー ド バ ン ドが家庭に急速に

普及 して い る ことがうか がえる ｡

我が国 の I C T 利用 に つ い て , 国外と の 比較と い

う視点で み て み よう ｡ I T U ( 国際電気通信 連合 :

I n t e r n a ti o n al T el e c o m m u n i c ati o n U n i o n) の

｢ T h e P o rt a b l e l n t e r n et｣ ( 2 0 0 4 年 9 月) で は ,

日 米韓 3 か 国 の I C T 利用状況を比較 して い る ｡ こ

こ で は
,
2 00 3 年時点で の パ ソ コ ソ に よるイ ン タ ー ネ ッ

ト利用の みを調 べ て い る ｡ イ ン タ ー ネ ッ ト普及 率

( 人 口 に対するイ ン タ ー ネ ッ ト利用者数の 比率) は ,

韓国が6 1 . 0 % と最も高く ,
次 い で 米国, ( 5 5 . 1 % )

,

日 本 ( 4 8 . 3 % ) とな っ て い る ｡ 同 じく 3 か国に おけ

る ブ ロ
ー ド バ ソ ド普及率 ( 人 口 に 対す るブ ロ ー ド バ
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ソ ド契約数の 比率) は韓国が2 3 . 3 % と最も高く , 吹

い で 日本 ( ll . 7 % ) , 米 国 ( 9 . 3 % ) とな っ て い る ｡

また
,
イ ン タ ー ネ ッ ト の利用用途 で は , 情報収集の

ため の ネ ッ ト利用は ,
日 米韓とも総じて 高い利用率

とな っ て い る が
,
｢ 政府 ･ 自治体関連情幸RJ の 収集

の た め の ネ ッ ト利用 で は , 米 国 (4 9 . 1 % ) が 日 本

(2 5 . 2 % ) に比 べ て か なり高くな っ て い る ｡ 通信教

育の 受講 ( e ラ ー

ニ ソ グ) に つ い て は , 韓国 ( 25 . 0

% ) , 米 国 ( 2 4 . 0 % ) に 比 べ て 日本 (3 . 1 % ) は か な

り低く な っ て い る ｡

e -J A P A N 戦略以後, 我が 国は 国際的な レ ベ ル か

らす るとまだ遅れが みられる もの の
,
イ ン タ ー ネ ッ

ト利用者は年々 増大 して い る ｡ イ ン タ ー

ネ ッ ト利用

で対 象とする世界は ,
ネ ッ ト ワー ク世 界, バ ー

チ ャ

ル な世界で ある ｡ 我 々 は これま で の教育にお い て 文

字 で の リ テ ラ シ ーは身に付けて きたが , 情報ネ ッ ト

ワ
ー ク で の コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ で 必要とされ る情報

の読み書き能力は, 従来の 教育シ ス テ ム 下 で は不十

分 で あ っ た ｡ 進展す る ネ ッ ト ワ ーク社会で は , 情報

リテ ラ シ ー

の 重要性 とそ れ を育成す る教育 シ ス テ ム

が注視される ｡

(吾 携帯電話の普及と機能

ネ ッ ト ワ ー ク社会と して イ ン タ ー ネ ッ ト の 普及過

程 をみ て きたが
,
携帯電話の 普及状況 はどう で あろ

うか ｡ 平 成1 6 年度末 に お け る携帯電話契約数 は

8
,
7 0 0 万 契約 で あ り , 引 き続き増加 を 続け て い る

( 総務省
,
2 0 0 6) ｡ 携帯 イ ン タ ー ネ ッ ト ( 携帯電話

を使 っ た イ ン タ ー

ネ ッ ト接続サ ー

ビ ス) 契約数は

7
,
51 5 方案約 で あり , 携帯電話契約数に 占め る割合

は86 , 4 % に達 して い る ｡ 2 0 0 3 年時点で の 国 レ ベ ル で

の比較調査 によると
, 携帯電話利用者の イ ン ターネ ッ

ト利用率は, 日本が最も高く
,
次 い で韓国 ,

米国 の

順に な っ て い る ｡ イ ソ タ - ネ ッ ト の 世界は
,
ブ ロ ー

ド バ ン ド化と共 に モ バ イ ル 化も進展して い ると い え

る ｡

携帯電話を使 っ て イ ン タ ーネ ッ ト接続を利用す る

な ど, 携帯電話はそ の 中心 とな る通話機能か ら多機

能化 - と技術革新を して い る ｡ 携帯電話利用者に対

して
,
使用 して い る端末 に どの ような楼能が搭載さ

れ て い るか を調べ た調査 に よれば
,
｢ カ メ ラ ( 静止

画)｣ が8 4 . 4 % と最も多く, 次い で ｢ カ メ ラ (動画)｣

が6 3 . 8 %
′

,
｢ ア プ リ｣ が5 9 . 2 % ,

｢ 赤外線通 信｣ が

4 0 . 6 %
,
｢ 二 次元 バ ー コ ー ド 1) - ダ ー

｣ が 2 7 . 8 % と

な っ て い る ｡ 携帯電話の 高機能化が進ん で い る こ と

が うか が える｡

また, 現在利用 して い る機能も含め今後利用 した

い 機能を調査 したと こ ろ ,
｢ カ メ ラ ( 静止画)｣ が

7 2 . 7 % と高く , 次い で ｢ カ メ ラ ( 動画) ｣ が4 6 . 9 % ,

｢ 音楽プ レイ ヤー｣ が 35 . 8 % ,
｢ ア プ リ｣ が31 . 7 % ,

｢ テ レ ビ受信｣ が2 7 . 6 % と い う結果が 出て い る ｡ 今

後
, 携帯電話で , 音楽を聴い たり

,
テ レ ビ を視聴 し

たり で きる機能もますます増大 して い く で あろう ｡

こ れま で の電話は
,
通話機能ならば通話のみと い

うような単
一

の 機能で あ っ た ｡ しか し
,
電話が進化

し
, 携帯電話として 通話機能の み ならず多楼能化 し

てくると
,
電話が小型化 した コ ン ピ ュ ータ以上の ツ ー

ル に な っ てくる ｡ こ れま で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ 形

態で は , 自分の 思 い や 表現を音なら音だけ, 文字な

ら文字だけ, 画像なら画像だけ, と い っ たように
,

表現に伴う シ ン ボ ル を単独に操作し表現してきた ｡

しか し, 多機能化した メ デ ィ ア 上 で は
,
そ こ で 表現

される情報の 形は , 音声 , 文字や 映像
,
グ ラ フ ･ 表

などが
一

体となる表現形式をとる ｡ 携帯の 世界で
,

マ ル チ ･ シ ン ボ ル な表 現形式 が可能となる ｡ こ う し

た 表現形式は, 思考に連動す る ｡ たとえば
, 文字だ

け で 表現して きた老に と っ て , 鉛筆か ら ワ ープ ロ ソ

フ トに代わり, 文字や絵 , 写真ま で 多次元的に 一 体

化され
, 連結的に表現で きる情報 メ デ ィ ア になり ,

そ れが 思考 ス タイ ル に影 響を及ぼ した｡ マ ル チ ･

シ

ン ボ ル を操作するとい う こ とは
,
こ れま で の 思考と

異な る働きが 必要に なると考える ｡

メ デ ィ ア の 進化と思考の ス タイ ル は !

一 体的な関

係に あ ると い える ｡ 携帯電話 の 普及と多機能化の 変

容は , 我 々 に と っ て 必要なリ テ ラ シ ー

の 教育をも問

い 直す ことに つ なが る で あろう｡

情報化社会の 中に あ っ て 携帯電話の 多機能化 は,

生活が豊か に なると い う正 の部分だけ で は なく , 負

の 部分をク ロ ー ズ ア ッ プす る こ とに なる ｡ 携帯電話

で い つ で も
,
ど こ で も電子 メ ー ル が行き交う状況は

,

逆 に 不正な メ
ー

ル が大量 に舞い 込む ことに つ なが る ｡

自殺 サイ トが話題に な っ たように
,
メ

ー ル に よる殺

人 も可能な悲惨な事態も免れない ｡ 携帯電話によ る

金融サー ビ ス や ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ソ グ で便利 な社会に

な っ た が
, 使 い 方を

一

歩誤れば高額請求の メ ー ル が

届く状況に追い込 まれ て しまう ｡ 携帯電話によるイ

ソ タ - ネ ッ ト接続 で い ろ い ろな サイ トを参照 で きる

よう にな っ たが
,
ア ダ ル ト サイ トなどの 不正な内容

に も容易に ア ク セ ス で きる世界で ある｡

携帯電話の 多機能化は
, 情報発信の 匿名性に 関わ

る リ テ ラ シ ーを必要 なもの とする ｡ こ れま で の電話

の 通話機能で は コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ の 相手は 特定で
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きたり
, 公的に知 られた りで ,

きちん と した関係性

を持つ こ とが で きた ｡ しか し, 多機能化に よ っ て 開

けたネ ッ ト ワ
ー ク社会で は, 多様なサイ トなどにお

い て も , 見えない 世界に 相手 がい る こ とに なる｡ 情

報の 信憩性 に絡ん で 危険な問題が つ きまとうo 携帯

電話を利用 して手軽に 容易に 多く の 人に 情報を発信

で きるネ ッ ト ワ
ー ク コ ミ ュ

ニ ケ - シ ョ ソ が 可能に な

る ｡ こ れに伴 い ,
ネ ッ ト ワ ー ク に よる コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ソ で の誹誘 ,
不正浸入

,
不正行為な ど ル ー ル や

エ チ ケ ッ ト, 倫理 などの 課題が 出 てき て い る｡ 最近

の ｢ オ レ オ レ詐欺｣ ｢ 振り込め詐欺｣ などの虚偽の

情報をきちん と見抜く には ,
そ の情報の 背後に ある

世界 へ の 気づ きをも っ て ,
文脈的に判断し, 真偽を

見抜く リテ ラ シ ーが重要となる｡

情報化社会の 進展は, 正 の 側面だけで はなく負の

側面をも我々 に 問題を投げか け て くる ｡ 情報化社会

の 影の 側面は ,
受け手側と して の情報の 理解 ･

判断

力や
,
送り手側と して の 情報の モ ラ ル と い っ た態度

の必要性をあらたに認識させる｡ 新しい コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ 形態に 伴う ,
こ うした能力や態度などが , 新

し い リテ ラ シ
ー

と して総合的 に学ばれなければなら

ない とい える ｡

⑨ 放送のデジタル化の進展

電話が モ バ イ ル 化, 多機能化して きたように , 放

送の 世界も大 きく様変わりをしようと して い る｡ 地

上放送の デジ タ ル 化の 推進 で ある ｡ 放送 の デ ジタ ル

化は
, 国民生活に密着した放送メ ディ ア の高品質化 ,

高機能化を実現す る もの で あり ,
C S 放送 ･ B S 放

送 ･ ケ ー ブ ル テ レ ビ に続き , 基幹放送で ある地上 テ

レ ビ ジ ョ ン放送に つ い て も ,
平成1 5 年1 2 月 に東京 ･

名古屋 ･ 大阪 の 三大都市圏に お い て デ ジタ ル 放送が

開始された ( 総務省 ,
2 0 0 6) ｡ 地上 デジ タ ル テ レ ビ

ジ ョ ン放送は , 今後,
順次放送 エ リ ア を拡大し, 三

大広域圏以外の 地域に おい て も, 平成1 8 年末ま で に

放送を開始し, 平成2 3 年に は現在 の ア ナ ロ グ放送を

終了し, デ ジタ ル 放送に全面移行する予定とな っ て

い る ( 総務省,
2 0 0 6) ｡

放送 の デ ジ タ ル 化は, これま で テ レ ビ を見る側が

受け身で サ ー

ビ ス を享受して いた視聴形態を変革し,

視聴者自らが 能動的 に働きか ける ス タイ ル を表 出さ

せ
,
ア ナ ロ グ の段階で は考えられなか っ た様々 な視

聴形態を可能とする ｡ たとえば ,
デ ー タ放送や ネ ッ

ト ワ
ー ク を介した双方向番組等, 多様な視聴形態が

考えられるだ ろう｡

デ ジタ ル 放送なら で はの 特徴を活か した さらなる
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高度利用 へ の 可能性も拓 か れて い る ｡ たとえば ,
也

上デ ジタ ル テ レ ビ放送 の教育現場 で の 活用 の 可能性

と して は
,
放送番組を地域 の 教育セ ソ タ -

や学校の

サ
ー バ ー

に蓄積する こ とに よ っ て , 教室で い つ で も

好きな番組を視聴す る こ とが で きるように なる こ と

が 期待され て い る ｡ 平成1 7 年度か ら, 地上 デジ タ ル

テ レ ビ放送 の特長を生か して , 授業で の 効果的な活

用方法を開発 し, 普及す るため の モ デ ル 事業を実施

して い る ( 文部科学省,
2 0 0 6) ｡

具体的に は, 学校教育に おける地 上 デジ タ ル テ レ

ビ放送の効果的な活用方策を開発し, そ の 普及促進

を図るために , 平成1 7 年4 月 に ,
デ ジタ ル 放送教育

活用促進協議会が文部科学省に より ｢ 地上 デジ タ ル

テ } ビ放送の教育活用促進事業｣ の委託を受け , 辛

業を実施 した ( デ ジタ ル 放送教育活用促進協議会,

2 0 0 6) ｡ デ ジ タ ル 放送教育活用 促進協議会で は, 教

育委員会, 研究実践協力校,
地域放送局で 構成され

る地域の コ ソ ソ -

シ ア ム に モ デ ル 事業を委託し, 全

国 6 地域2 0 校 の モ デ ル 校を選定し, 実践的な研究を

進めた ｡ そ こ で は, 地上 デジ タ ル テ レ ビ を授業に 組

み込む こ とに よ っ て , 双方 向的な利用 や , 体験やイ

ン ターネ ッ トと い っ た他メデ ィ ア と の連携,
サ ー バ ー

型の放送に よるデジタ ル コ ン テ ソ ツ の活用など, 様々

な パ イ ロ ッ ト研究が行われた ｡ デジ タ ル 放送の 機能

を活かす授業方法の創造,
デジ タ ル 放送 の 効果を い

か に 工夫して増幅して い くかと いう研究目標のもと ,

先端的な試みが 既に 全国各地 で 始ま っ て い る｡

デ ジ タ ル 放送 の 特徴は, 送 り手と受け手が相互 に

コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ が で きる, そ の 双方向性 にある｡

こ れは , 伝統的 な放送の概念を超 える もの で ある｡

従来の テ レ ビ放送で は 制作者か ら視聴者 - の 単
一

の

コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ ･ チ ャ ン ネ ル で あ っ た ｡ 放送 の

デ ジタ ル 化が進展すれば , 視聴者か ら制作者 - の コ

ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の み ならず
, 視聴者同士 の コ ミ ュ

ニ ケ -

シ ョ ソ
･ チ ャ ソ ネ ル も生まれてくる ｡ デジ タ

ル 放送を介 して の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ は, 従来の マ

ス メ デ ィ ア と して の機能だけはなく , 人と人 , 人と

集団, 人と社会, 人と文化, 人と世界な どの ｢ 人と

対象と の間｣ で の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ソ 機能をも増幅

する で あろ う｡ デ ジ タ ル 放送の 威力を発揮して , 国

を超えた グ ロ ー バ ル社会で の 国際的 コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ

ソ ま で をも実現可能なも の として い く ｡ 来る べ きデ

ジ タ ル 放送 の 未来に 向け て , 対面 コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ

ソ の 力も含め た新しい コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ の リ テ ラ

シ
ー

を備え て い か なければならない ｡ そ こ に は, 情

報社会の歩き方の 教養ともい える コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ
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ソ の マ ナ ー

や モ ラ ル と い っ た こ とも
, 含まれる で あ

ろう｡

(3) 学校教育における I C T 利用

イ ン タ ー

ネ ッ ト や携帯電話の利用 が増大 して きた

ように
, 国民 の I C T 利用 の 状況 に は 変容が み られ

る｡ そ れ で は, 教育の 世界で は どうで あろうか ｡ 次

に
,
学校教育に おけるI C T 利用に つ い て み て い く ｡

① 学校にお ける I C T 環境

文部科学省の調査 (2 0 0 6) に よれば, 学校の コ ン

ビ ュ
… タ の総台数は

,
全体 で1 , 9 8 4 , 7 80 台 で あり ,

そ のう ち, 教育用 コ ン ピ ュ ー タ の 平均設置台数は,

全体で 4 5 . 5 台 で あ る ( 平成1 7 年 9 月3 0 日現在) ｡ 校

種別 で は
,
小学校で 3 2 . 7 台 , 中学校で 4 7 . 8 台 , 高等

学校で 1 1 4 . 0 台等とな っ て い る｡ 教育用 コ ン ピ ュ ー

タ 1 台当たり の 児童生徒数は, 全体 で7 . 6 人と な っ

て お り
, 小学校9 . 6 人 , 中学校6 . 9 人 , 高等学校5 . 5

人等とな っ て い る ｡ 1 人 に 1 台が 行き渡らな い実情

で ある｡

イ ン タ ー

ネ ッ ト に接続して い る学校数は, 3 7 , 61 1

校 で あり, 接続率は全体 の9 9 . 9 パ ー

セ ン トとな っ て

い る ｡ 校種別で は小学校9 9 . 9 パ ー セ ン ト
, 中学校

9 9 . 9 パ ー セ ン ト
, 高等学校1 0 0 . 0 パ ー セ ソ ト等とな っ

て い る｡ ほとん どす べ て の 学校が イ ン タ ー

ネ ッ ト に

接続して い る状況 で はある が , 動画像の ス ム ー ズ な

送受信 が可能とな る高速イ ン タ ー ネ ッ ト接続校は,

公立学校全体 の 8 4 . 0 % で あ る ｡ また , 普通 教室 の

L A N 整備率は全体 で4 8 . 8 % と低 い 状況 に あり
, 過

常教室い わゆ る学級か らイ ソ タ -

ネ ッ トを利用する

こ とはまだ困難な状況に ある ｡

学校の イ ン タ ー

ネ ッ ト接続率は 上 が っ た もの の ,

学校の I T 環境の 状況 はまだ 不十分で ある ｡ こ の 状

況を反映して か , イ ン タ ー ネ ッ ト利用者に 対し
,
主

な分野に おけ る I C T 利用 の 進展に つ い て 聞 い た と

こ ろ , 情報収集
,
シ ョ ッ ビ ン グ

,
コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ

ソ
, 娯楽 ･ コ ン テ ン ツ

, 金融取引の 分野 で は
,
｢ か

なり進ん だ/ ある程度進ん だ｣ が 8 割以上 とな っ て

い る
一 方

,
教育の 分野で は ,

｢ あまり進ん で い な い/

全く進ん で い な い｣ が 3 割を こ えて い る ( 総務省,

2 00 6) ｡

こ の ような学校の I C T 環境に あ っ て , 高度情報

通信ネ ッ ト ワ
ー

ク社会推進戦略本部 (I T 戦略本部)

の もとに置か れた評価専門調査会の 中間報告書 ( 第

1 次 - 第 4 次) で は , 教育の 分野に おける課題や阻

害要因を次の 通りに 言及 して い る｡ 初等 ･ 中等教育

における I T 教育の 阻害要因と して , I T 教育を行う

こと の 統 一 した認識が教育現場に浸透 して い ない こ

と
, 校内 L A N 等の環境整備 の遅れ, 学校に おける

指導者の 不足
, 教員の ニ ー ズ に か な っ た教材 の 不 足

等が 挙げられて い る ｡

概 して , 学校の I C T 環境とい う -
-

ド面 の 進展

状況は
,
遅れがみられるとい える ｡ そ れ で は

,
ソ フ

ト面と い える教育内容と い う点で は どうで あろうか ｡

情報社会の将来の 進展を国が きちん と受け止め , 教

育分野 で 対応 した 政策の大 きな動きに
,
高校で の教

科 ｢情報｣ の新設が あげられる ｡ 必修科目と して教

科 ｢ 情報｣ が新設された こ とは
,
画期的なこ ととも

い えるだろう｡ こ の科目の 導入 の推移に つ い て
, 次

に み て みる ｡

② 高校の教科 ｢ 情報｣ の新設

情報教育は, 臨時教育審議会第二 次答申 ( 昭和61

午) に お い て ,
｢ 情報及 び情報手段を主体的に 選択

し活用 して い くた め の 個人 の 基礎的な資質 (情報活

用 能力)｣ とされたと きか ら始ま る ｡ 情報活用能力

とは
, 今 で い う情報リ テ ラ シ ー

と いう概念に対応し

て
,
こ こ で 初め て用 い られた ｡ 情報活用能力 ( 情報

リ テ ラ シ ー) をどの 程度身に 付けるか によ っ て , 情

報社会 - の 参画が左右され るとい う指摘は, 現在 の

デ ジタ ル ･ デ バ イ ド の 考え方に相通 じるも の とい え

るだ ろ うo

続 い て
,
平成 8 年 7 月 に 第1 5 期中央教育審議会が

情報教育の あり方を示 した｡ それを受けて ｢ 情報化

の 進展に 対応 した初等中等教育における情報教育の

推進等に 関する調査研究協力者会議｣ で は
,
翌年1 0

月 に 情報教育の 目標を次の ように示 した｡

｢ 情報活用 の 実践力｣ - 課題や 目的に応 じ で情報

手段 を適切に活用 し, 必要な情報を収集 ･ 判

断 ･ 表現 ･

処理
･ 創造し, 情報の 発信 ･ 伝達

が で きる能力｡

｢ 情報の 科学的な理解｣
-

情報手段 の特性 の 理解｡

情報を適切に扱 っ た り, 自ら の 情報活用を評

価 ･ 改善するため の 基礎的な理論や方法の 理

解｡

｢ 情報社会に 参画す る態度｣ - 社会生活 の 中でl青

報や 情報技術が果た して い る役割の理解｡ 情

報 モ ラ ル
, 情報に 対す る責任, 望ま しい 情報

社会の創造に 参加す る態度｡

情報教育の 3 本柱と して の 目標で あ る ｢ 情報活用

の 実践力｣ ｢ 情報の 科学的な理解｣ ｢ 情報社会に 参

画する態度｣ は, い わゆる情報活用能力, 情報リテ
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ラ シ
ー の 構成要素と考え られて い る ｡ 並列されて い

る こ の 三要素の能力は, 相互に バ ラ ン ス よく育成す

る こ とが, 大切 で ある｡

こ う した情報活用能力は, 幼稚園か ら小学校, 中

学校, 高等学校,
大学, 社会人 - とそ の 形成が 図ら

れなければならな い ｡ とりわけ , 学校教育で の 役割

が大きい ｡ 小学校で は , 総合的な学習の 時間などを

中心に , 各教科 で情報機器 を活用する こ とが図 られ

て き て おり
,
中学校で は

,
技術 ･ 家庭科で ｢ 情報基

礎｣ と し て こ の 能力 の 基礎を担い つ つ ,
各教科領域

で そ れを進めて い る ｡

平成1 5 年度,
高等学校で は普通科に 教科 ｢ 情報｣

が必修科目として 新設され , 教科書が作成 され 固有

の 授業が 開始された ｡ 各高校で は生徒の 実態に応じ

て
, 教科 ｢情報 A J ｢ 情報B ｣ そ して ｢ 情報 C ｣ の

中か ら 1 科目を選ぶ o ま≡た ,
工業 ･ 商業な どの 専門

高校に も専門教科 ｢ 情報｣ が ,
必修で 特設された｡

教科 ｢ 情報｣ は突然 に創設されたの で はなく , そ

の検討は臨時教育審議会の 答申に始まり , 情報活用

能力,
情報リテ ラ シ ー

の 考え方を背景に して い る｡

審議や検討の 中で 出されて きた ｢ 情報活用能力｣ や

｢ 情報 モ ラ ル ｣ と い っ た考え方が ,
｢ 情報活用 の 実

践力｣ ｢ 情報の 科学的理解｣ ｢情報社会に参画す る

態度｣ と い う概念に まとめ られて きた経緯がある ｡

こ れら の経緯を考慮する と, 教科 ｢情報｣ は単なる

メ デ ィ ア操作技術の 習得の み を目指した科目で はな

い ことが理解で きる ｡

延味ら ( 2 0 0 2) が指摘して い る ように ,
教科 ｢ 情

報｣ は ,
｢ 情報化社会で 生 き抜く術を身に つ けさ せ

る 科目｣ と して ,
｢ 生徒が あふ れる情報を見極め て

い く確か な目と ,
そ れを選択, 分析し, 有効活用す

る技能や態度｣ を育成す るもの と して とらえられる｡

教科 ｢情報｣ は ,
まさに情報化社会を生 きて い くた

め の 新しい コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ソ の リ テ ラ シ
ー

を教え ,

学び合うために 生まれて きたと ,
そ の歴史的経緯か

ら考えられる ｡

そ れ で は
,
教科 ｢ 情報｣ の内容をみ て みよう ｡ 学

習指導要領は ｢ 情報｣ の 目標を, ｢ 情報及び情報技

術を活用するための 知識と技能の 習得を通 して ,
情

報に 関す る科学 的な見方や 考え方を養うとともに ,

社会の 中 でl青報及び情報技術が 果た して い る役割や

影響を理解させ ,
情報化の 進展に主体的に 対応 で き

る能力と態度を育て る ｡ ｣ と して い る ｡ こ れを うけ

て
, 情報 A , 情報B , 情報 C の 3 科目を設定しそ の

目的と内容を明示 して い る｡ そ れぞれの 目標は 次 の

よう で ある ｡

1 9

情報A : コ ン ピ ュ
ー タ や 情報通信 ネ ッ ト ワ ー ク な

どの活用 を通して , 情報を適切 に収集 ･

処理
･ 発信す るため の基礎的な知識と技

能を習得さ せるとともに , 情報を主体的

に 活用 しようとす る態度を育て る｡

情報 B : コ ソ ピ ュ ー タ における情報 の表 し方や処

理 の仕組み ,
情報社会を支える情報技術

の 役割や影響を理解さ せ , 問題解決にお

い て コ ン ピ ュ
ー タ を効果的に活用す る た

め の 科学的 な考え方や方法を習得さ せる ｡

情報 C : 情報の デ ィ ジタ ル 化や情報通信ネ ッ ト ワ
ー

ク の特性を理解させ , 表現や コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ソ に お い て コ ソ ピ ュ
ー タ な どを効果

的 に活用する能力を養うとともに , 情報

化の進展が社会に及ぼす影響を理解させ ,

情報社会に 参加す る上 で の 望ま しい態度

を育て る ｡

情報A ,
B

,
C の 特徴を概括 して と らえると , 悼

報A は ,

コ ン ピ ュ
ー タ やイ ン タ

ー ネ ッ トなどの 基礎

的活用力に 関わる ことを対象に して い ると い える ｡

ま た , 総授業数の 大半を実習に あ てる こととな っ て

い る の で
,
イ ン タ ーネ ッ ト で検索 した り, マ ル チ メ

デ ィ ア で 表現 したりホ ー ム ペ ー ジ を作成するな ど,

情報活用に 関わる基礎的実践的能力を育成する こ と

をね らい とする｡ 情報 B は, コ ソ ピ ュ
ー タ の 仕阻み

や情報を科学する こ とに焦点が 当て られ て い る ｡ 情

報科学の 理論を学び, コ ソ ピ ュ
ー タ に よる 問題解決

な どの 実践的力をも目指す ｡ 情報 C は ,
情報ネ ッ ト

ワ
ー ク を用い た コ ミ ュ ニ ケ

-

シ ョ ソ に 関心をお き,

情報社会で の コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ の 特徴や 態度など

を形成する ｡ 情報倫理やモ ラ ル , 個人 の責任などネ ッ

ト ワ ー ク社会で の エ チ ケ ッ トなどに つ い て も扱う｡

ど の 科目に おい て も, 情報活用 の 基礎的技能や ,

科学的理解,
ネ ッ ト ワ

ー ク社会の特徴と参加する態

度な どは共通に扱 っ て い る｡ しか し, 科目に よ っ て ,

こ れら の 内容に軽重 があると い える｡ ど こ に重点を

置くか に よ っ て ,
情報 A ,

B
,
C の特徴がみ えて く

る ｡ したが っ て , 生徒 の事態を視野に おき, 基礎的

で 実践的内容に関心が ある場合には主と し で情報A

が
, 情報科学や コ ン ピ ュ

ー タ に よる問題解決など情

報科学に 関心が あれ ぼ情報 B が ,
ネ ッ ト ワ ーク に よ

る コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ とそ うした社会に 関心が あれ

ば情報C と い う こ とに なろうo

これま で述べ て きたように , 高校の ｢ 情報｣ は,

多様化 し情報が氾濫する社会の 中で , 確か な情報を

探し, 価値 の ある情報を創り出 し, 個人 の 課題と社
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会 の課題を解決すべ く, 必要とする情報を駆使で き

る力の 育成を 目指す こ とが期待され, そ の 教育内容

も位置づ けられて きた｡

そ れ で は
,
こ う した授業 を展開する に は, 情報科

担当の 教員に ,
何が 必要に な っ て くる の だろ うか ｡

まず は ,
コ ン ピ ュ

ー タ や イ ン タ - ネ ッ トを利活用 で

きる操作技術の 力量があげられ るだろう｡ また
, 新

し い メ デ ィ ア が 出現した際には ,
そ の操作に関する

知識や技能を学ぼうとす る意欲も大切で あろう ｡ そ

の指導に 目を 向けると, どう で あろら か ｡ 科目の 特

性か ら
,
マ ル チ メ デ ィ ア やイ ン タ ー

ネ ッ トなどの活

用 に 関わ る技術的実習が多くなるが ,
そ う した技術

を, 生活の 文脈か ら切り離して 技術だけを取り出 し

て教える ようなや り方は
,
高校生 の情報嫌い を創り

出す で あろう o また, コ ン ピ ュ ー タ の 仕組みや 情報

理論を, 内容の 系統性だけ で カ リキ ュ ラ ム 構成を し

たなら, 生徒に授業は好まれなく なるで あろう ｡ 既

に で きあが っ た閉じたカ リ キ ュ ラ ム を実施す る の で

はなく , 生徒が 自分で次々 と創り出す授業を考案す

る力量
, 大きな しか けとして の柔軟なカ リ キ ュ ラ ム

を作成 で きる力量 を取り上げたい ｡ ｢ 情報｣ 科の性

質 上, どう して も教科横断的
,
ク ロ ス カ リ キ ュ ラ ム

的に教育課程 を構想する こ とが 求められる ｡ 長期に

渡る単元 の構想 , 教科横断に よる課題と プ ロ ジ ェ ク

ト の 構成な ど
,
従来の 1 校時単位の 授業構想か ら離

れた , 長期的単元構成を カ リキ ュ ラ ム 構想の基本と

しなければならない で あろう｡ そ の ために も
,
教師

同士 の 協同が 不可欠 にな る ｡ たとえ ば , 国際交流の

場面で
,
情報と英語の 協同授業の 構想の もと, 英語

の時間に生徒は外国か らの メ ー

ル を読み , 辞書を使 っ

て メ ー ル を訳 し, 情報の 時間に ワ … プ ロ 技能を習得

し
,
メ

ー

ル を送る
,
と い っ た個人 の 中で の 一 貫 した

学習文脈で の ス ト ー

リ
ー

も考えられるだろう｡ ｢ 生

徒の 生活 して い る世界で
,
生徒の 生き方に係わる主

題とス ト - 1) -

の 枠組み｣ ( 生 田 ,
19 9 9) を基本と

した 生徒主体の ｢ 情報｣ 授業を構想 で きる 力量が ,

情報科担当教師に 求め られ るだろう｡ 実際, 高校の

教科 ｢ 情報｣ で は, 情報リテ ラ シ ー 育成 の た め の様々

なカ リ キ ュ ラ ム 開発が なされ , 特色の ある授業実践

が既に始ま っ て い る ( 水越 ･

生 田, 2 0 0 5) 0

情報科が 始ま っ て か ら
, 今年で 4 年目を迎えた ｡

つ ま り, 教科 ｢情報｣ を修了 した高校生が , 新1 年

生と して 大学に入学 して きた年でもある ｡ それゆえ
,

今年の 大学 1 年生 は ,
｢ 情報｣ の授業を受けて きた

経緯が ある の で
,
大学の 教養の ｢ 情報｣ の授業は転

換期を迎えて い る｡ 従来の 講義内容と して の
,
ワ

-

プ ロ ソ フ ト や表計算 ソ フ トなどの 基礎技術か ら, 内

容を大きく変更する に至 っ て い る ｡ 高度情報化社会

に 向けて , 高校だけ で はなく
,
大学

,
高等教育で の

情報 ･ I C T に 関わる カ リ キ ュ ラ ム も変貌しようと

して い る ｡

⑨ 教員のI C T 指導力

情報 ･ I C T に 関わ る教育内容や カ リ キ ュ ラ ム に

大 きな変革が
,
社会の 変動と共 に生まれ て きた｡ そ

れ で は
, 教育を司 る教師の状況 は どう で あろ うか ｡

教員の I C T 指導力の 実態に つ い て
,
文部科学省

の 調査 (2 0 0 6) に よれば , 学校にお い て コ ソ ピ ュ ー

タ の 操作が 可能な教員の割合は ,
95 . 9 % とな っ て い

る ( 平成1 7 年9 月30 日現在) ｡ こ こ で い う ｢ コ ン ピ ュ ー

タを操作で きる教員｣ とは, ワ ー プ ロ ソ フ ト ウ ェ ア

で文書処理が で きるとい っ た ことや表計算ソ フ トウ ェ

ア を使 っ て
,
集計処理が で きると い う コ ン ピ ュ ー タ

の 基本操作の レ ベ ル が 含まれ て い る｡

ま た
,
コ ン ピ ュ

ー タ を利用 して 教科指導を行う こ

とが 可能な教員の割合は ,
7 4 . 0 % とな っ て い る ｡ 教

育用 ソ フ トウ ェ ア
,
イ ン タ

ー

ネ ッ ト等 を使用 して コ

ン ピ ュ
ー タ を活用 したり コ ン テ ソ ツ や電子教材な ど

を提示 した りしなが ら授業が で きると回答 した教員

は
,
8 割に届か ない と い う現状で ある｡

子 どもたちに I C T 教育を実施して い くため に は
,

教師自身が I C T を活用 し指導で きる 能力を修得す

る こ とが 不 可欠 で あ る ｡ し か しなが ら , 敏師の

I C T 指導力の 実態は ,
不十分と い えるだろう｡

高校で 教科 ｢ 情報｣ が新設されたり, 大学入試で

｢ 情報｣ 採用が増えた りす る 一 方 で
,
｢ 指導で き る

教員｣ の率が想定通 りに は進ん で い ない こ とが分か っ

て きた｡ こ の結果 を受けて , 平成1 7 年1 2 月 に文部科

学大臣から ｢ 教育の 情報化の ための 緊急メ ッ セ
ー

ジ｣

が 出された｡ 先 の e -J A P A N 戦略の 目標達成 に は
,

指導者側の 教師の I C T 指導力の 実態は, 困難な状

況 で ある ｡ 学校に おける ｢ 教育の 情報化｣ を推進す

る ために も , 教師 の I C T を活用 した指導力の 向上

は 重 要な課題で あ る｡ 教師の I C T 指導力
,
情報 リ

テ ラ シ ーを育成する方策を真剣に考えなければなら

な い ｡

変貌する高度情報通信社会に求め られる教師 の リ

テ ラ シ ー

とは, 先 の調査 で問われて い たようなメ ディ

ア 活用力とい っ たも の だけで あろうか ｡ もちろん ,

メ デ ィ ア 機器を操作する技能は , 教師が メ ディ ア活

用授業を実施する上 で必須の も の で ある ｡ そ の基盤

に立 っ て
, 教師は, メ デ ィ ア を活用 して 子 どもたち
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に どの ような世界に 出あわせ る の か を考える ｡ 教科

内容で ある自然や 科学の 事象, 社会事象で もあるだ

ろう ｡ さらに は
,
メ デ ィ ア を介して 人と の 出あい ,

歴史と の 出あい , 文化と の 出あい を しか け て い く こ

とも熟慮する で あろう ｡

I T 革命の 渦巻く社会に あ っ て , 教師に 求め られ

る リ テ ラ シ
ー

は
,
メ デ ィ ア 活用 力を含め , 社会 の変

動 に応じたも の に なる で あ ろう｡ 新しい リ テ ラ シ
ー

をさぐるために も, 過去におい て 登場 して きた メ ディ

ア と社会の変化に よ っ て , ど の ようなリ テ ラ シ ーが

求め られて きたの か を問い 直す必要 がある ｡ 次に ,

メ デ ィ ア の 進展とリ テ ラ シ ー 概念の変遷を辿 っ てみ

る｡

2 . メデ ィ アリテラシ
ー

をどうとらえるか

高度情報通信社会の進展と共に ,
国民の メ デ ィ ア

環境が 進化 ･ 普及 し
,
学校の ネ ッ ト ワ ー ク環境も充

実して きた｡ しか しなが ら, 教育の世界で は , 環境

と い う - - ド面に 比 べ , 人材育成とい う ソ フ ト面で

は課題が残されて い る ｡ 政府の e-J A P A N 戦略 で は ,

人材育成の強化策と して ｢ 情報リ テ ラ シ
ー

の 向上｣

が 講 じられて きたが ,
まだ不十分で あ っ たとい うこ

と で あろう｡ 実際, 文部科学省か らは ,
平成1 7 年1 2

月 に ,
｢ e-JA P A N 戦略の 目標達成 に 向けて - 教育

の 情報化の推進の た め の ア ク シ ョ ソ プラ ン ｣ が 出さ

れ て い る ｡

人材育成の 推進方策と して ｢情報リ テ ラ シ ー の 向

上｣ が提唱され て い るように ,
目標となる リテラ シ ー

概念を明確化する こ とが ,
課題解決に 向けて の 手が

か りとなる で あろう ｡ これか ら の 社会に求め られる

リテ ラ シ ー 概念を吟味し再考しなければ, リ テ ラ シ
ー

の 教育を論ずる こ とは で きない ｡ そ れに伴 っ て , 節

し い リ テラ シ ー の 育成に対する教育の 図式も変化し

て い く で あろう｡ そ の た めに も, 過去の メ デ ィ ア 教

育研究 におけ るリ テ ラ シ ー の変遷を問 い 直し, 新し

い リ テ ラ シ ー の モ デ ル や そ の 意図的 な形成 の枠組を

描き出す こ と必要とな っ て くる ｡ こ の 章 で は ,
リ テ

ラ シ
ー

を め ぐる概念の 変遷を整理 して い く ｡

リ テ ラ シ ー とは
, 従来

一

般的に文字の 読み書き能

力を指す概念で あ っ た｡ それが , 社会における コ ミ ュ

ニ ケ
-

シ ョ ソ
･ メ デ ィ ア の 推移と共に ,

そ の 基盤と

なる能力として , 映像 リテ ラ シ ー ,
コ ン ピ ュ

ー

タ リ

テ ラ シ ー

, 情報リテ ラ シ ー と い っ た概念が次々 と登

場 して きた｡ 高速イ ン タ ー

ネ ッ ト の 普及 や モ バ イ ル

型 コ ン ビ ュ
- タ

, 携帯電話等の メ デ ィ ア の 発展に よ っ

2 1

て
, 近年で はメ デ ィ ア リ テ ラ シ ー と い う言葉が 注 目

を浴びるように な っ て きた ｡

I C T の 進展に 伴 い , 様 々 な新 しい メ デ ィ ア 機‥器

が 登場 してく る に つ れ て ,
コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の 形

態も変貌し, 社会に応じた新しい リテ ラ シ ーが 求め

られてく る｡ 最初に , 新し い メ デ ィ ア と して テ レ ビ

が 登場 して きた時代か ら, リ テ ラ シ ー概念の 変遷を

素描す る ｡

(り 映像メデ ィ アの進展によるリテラシ
ー 概念

昭和2 8 年
,
テ レ ビ放送開始と同時に テ レ ビ学校放

送が 始まり , 同3 4 年に は教育テ レ ビ , 同3 9 年に はカ

ラー テ レ ビ - と発展 し, 映像教育に 関す る関心 が高

ま っ た ( 西本 ,
1 9 7 9) ｡ テ レ ビ と い う新 しい メ デ ィ

ア が 学校で も活用 されるように な っ て きた耶押ロ3 0 年

代後半に 入 ると , 視聴覚教育研究の 中で ,
｢ 視聴能

力｣ と いう言葉が論文の 題目で使用される ようにな っ

て きた ｡ ｢ 視聴能力｣ とは, ｢ 映像視聴能力｣ とか

｢ 映像リ テ ラ シ -

｣ とも呼ばれて きた ｡ 太 田 (1 9 6 3)

は, 視聴能力を ｢ テ レ ビ視聴に つ い て の理解力, 記

憶力, 構成力や 視聴態度等を含め て ,
テ レ ビ視聴に

よる反応の 力｣ と述べ て い る｡ テ レ ビ 番組の ｢ 内容

や制作者の ね らい が わか る｣ と い うだけ で は なく ,

｢ 番組に 感動し, 感情移入 をす る こ とに より , 更に

新たな問題 を追求しようとす る意欲｣ をも視聴能力

と して捉えたの が , 宗末 ･ 岡部 ( 1 9 7 9) の 研究で あ

る ｡ つ まり, 視聴能力を ｢認知 的な面｣ と ｢ 情意的

な面｣ とか ら捉 える考え方で ある ｡

｢ 映像認知の メ カ ニ ズ ム｣ を 二 つ の視点か ら捉え ,

実験的研究に取り組ん だ の が 多田 ( 1 9 6 8) で ある ｡
一

つ 目 の視点は
,
｢ 映像 の知 的理解と情緒的感受と

い う 2 側面｣ で あり, もう
一

つ の視点は ,
｢ 映像認

知 の メ カ ニ ズ ム を, 『部 分と全体』 の 相互過程と し

て とらえる｣ こ と で ある ｡ 番組視聴に おける ｢ 知的

分析活動の 水準｣ と して次 の ような力を挙げ て い る ｡

A 番組の 主題を つ か む力

B 番組が示唆した こ とま で つ か む力

C 視聴中に次の 場面展開を予想す る力

D 番組が扱わなか っ た関連事項を考える力

E 主題を批判 し発展させ て考える力

以 上 の 5 つ の 力は, 相互に重複 し関連するも の で

あるが
, 視聴能力の 要素とい う こともで きるだろう｡

多 田 は, 映像認 知 の メ カ ニ ズ ム を ,
『映像の 知的理

解と情緒的感受とい う 2 側面の お のお の にお い て進

行す る ｢ 部分◇ 全体｣ 過程 の ダイ ナ ミ ッ クな統
⊥

的

全体過程』 と定義 して い る ｡ こ の ように , 映像認知
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を
,
｢ 全体◇ 部分｣ および ｢ 認知 ◇ 情動｣ と い う 二

つ の相互過程 か ら捉えた多田 の 定義は
,
映像リ テ ラ

シ
ー

を考える上 で 重要な見方で ある ｡

映像 リテ ラ シ ーを情報処理 の 視点か ら考察して 研

究を行 っ た の が
,
大阪府科学教育セ ン タ ー の視聴覚

プ ロ ジ ェ ク ト ･ チ ー ム で ある｡ こ こ で は
,
映像視聴

能力を ｢単 なる映像情報の 受容に とどまらず, 表現･

伝達を含めた映像情報処理能力｣ と して捉 えて い る

( 神月 ･ 小寺 ･ 三 宅
,
1 9 8 3) ｡ 水越 ( 1 9 8 1) も , 視

聴能力を ｢ 映像的な情報の 処理能力｣ と捉 え て い る ｡

続い て ,
三宅 ･ 小寺 ･

佐藤 (1 98 4) は , 視聴能力

の モ デ ル を想定した ｡ 映像か ら送り出される情報の

内容は
,
｢ ス ピ ー

カ
ー

か ら の 音声 ( 現場音 , 音楽 ,

こ とば等) と ブラ ウ ソ管か らの 画像 ( 実写
,
ア ニ メ

,

静止画, 文字, 記号等) が編集 ･ 撮影等 の技法によ っ

て組み合わされ , 時系列的 に提供｣ されて い る ｡ こ

の ことか ら
,
視聴能力を ｢ 映像の側面 (音声 ･

場面 ･

構成) と受容 の 能力の側面 ( 記憶 ･ 理解) と時系列

なもの の 三次元的なも の｣ と考えた の で ある ｡

視聴能力の モ デ ル を想定するに あた っ て ,
三宅ら

は , 視聴能力の 構成要素を ｢ 映像記憶, 映像理解

( 単純な部分理解か ら総合的理解ま で を含む) , 吹

像表現と い う 3 面｣ に とらえ直した ｡ そ して ,
｢ 記

憶が理解の ベ
ー

ス に なり, 理解が表現の基底をなす

と い う階層関係｣ か ら
,
視聴能力の モ デ ル を考案し

た ｡

こ れま で 述べ て きたよう に , 映像視聴能力は, い

く つ か の 構成要素 ( 下位能力) か らなり, そ れらが

相互 に重複し関連す る能力と想定され ,
そ の モ デ ル

が提案されるな ど, 研究が 進展して きた ｡ 映像リ テ

ラ シ
ー

研究の 動向と して は , 水越 ( 1 9 9 5) が指摘し

て い るように
,
｢ 理解｣ 研究が先行 し, 続 い て ｢ 表

現｣ 研究に 及ん で い る傾向が
,
そ の 概念の 変遷か ら

もみて とれる ｡

テ レ ビ に代表される映像メ デ ィ ア の登場に よ っ て
,

求められる リテ ラ シ ー は
, 視聴能力い わゆる映像リ

テラ シ ー

と して変遷して きた ｡ 社会は変わり, ニ ュ
ー

メ デ ィ ア と い っ た新しい機器 の 出現に より
,
教育の

世界で も新たな 1) テ ラ シ ー が ク ロ ー ズ ア ッ プ されて

く る ｡

(2) I C T の進展によるリテラシ ー 概念

1 98 0 年代以降は コ ン ピ ュ ー タ等 の デ ジタ ル 技術の

急速な発達に より, 活字系や映像系とい っ た メ デ ィ

ア の 融合が進み
,
ツ

ー

ル とし て の メ デ ィ ア と い う視

点が 強調され るように な っ て きた ｡ そ の ような社会

的背景に あ っ て , 映像リ テラ シ ー

研究は ,
メ デ ィ ア

リテ ラ シ ー

研究 - と推移し, そ の概念も変遷して い っ

た｡

こ こ で は
,
まず

,
1 9 80 年代の 日本の メ デ ィ ア 教育

研究と して代表的なもの で ある坂元 (1 98 5) を中心

とする東工大 グ ル ー プ の 研究と, 吉田 (1 9 8 5) を中

心とする金沢大学 グ ル ー プ の研究を取り上げる ｡ メ

デ ィ ア リテ ラ シ
ー

の カ リ キ ュ ラ ム 開発と して実践的

な研究で ある ｡

東工大 グ ル ー プ の メ デ ィ ア 教育の カ リキ ュ ラ ム 開

発研究は , 発達段階別の 目標と内容 を体系的に示 し

たもの で ある ｡ メ デ ィ ア リテ ラ シ
ー

を
,

一

方で は ,

受け手 , 使 い 手, 送り手 の 3 つ の 立場 , 他方で は
,

メ デ ィ ア特性 の 理解 ･

批判 ,
メ デ ィ ア の 選択利用,

メ デ ィ ア の 構成 ･ 制作の 3 つ の 能力の 組み合わせ と

考え, メ デ ィ ア 教育の カ リキ ュ ラ ム 枠を考案した｡

メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の 育成を目指した体系的なカリ

キ ュ ラ ム は
,
メ デ ィ ア 教育に 一 定 の 指針を与えたと

い える ｡

一 方, 吉 田 (1 9 8 5) を中心とする金沢大学 グ ル ー

プ は
, 国語科の 学習指導要領を参考に しながら

, 咲

像に特化した小学生用映像リ テ ラ シ ー 教育推進力リ

キ ュ ラ ム と実践に 必要な素材等を セ ッ ト化した パ ッ

ケ
ー ジを開発した ｡ こ の カ リ キ ュ ラ ム に は 3 領域が

あり
,
それぞれ次の ような特色を持つ ｡ ｢ とらえる｣

領域は映像視聴能力形成の ため の基礎的領域で あり
,

主題把握に終始する の で はなく , 拡散的な思考を重

視し, 映像か ら捉え た 問題を発展的に処理するとい

う側面を持つ ｡ また , 映像表現の 特色や音楽効果の

意図を推察する こ と で ,

一 層豊か な映像理解を意図

して い る ｡ ｢ 感 じる｣ 領域は作品 の 内容や人物に対

して
, 感情豊か に 反応 し

, 柔軟な見方 ･ 感じ方が で

き る ことを意図 して い る ｡ ｢ あらわす｣ 領域は
,
咲

像を受容し, 解釈 した ことを的確に表現したり, 実

験観察や 調査方法 など, 技能的な要素を取り出 した

り して模倣したり
,
応用 したりする能力を身に付け

る領域 で ある｡ また, そ の 一 方 で イ ラ ス トや映像等

の表現手段を用 い て映像の 内容を発展させ て い く面

も含まれ る｡

放送教育の 実践を ベ ー

ス に した研究か ら , 吉田を

中心とす る金沢 グ ル ープは ,
1 9 9 0 年代に 入 り

,

- イ

パ ー

メ デ ィ ア や - イ ビ ジ ョ ソ と い っ た新しい メ ディ

ア に対応しなが ら研究を進展 して い る ｡ 情報化の進

展に伴い , 吉田 ( 1 9 9 2) や 岡部 (1 9 9 7) ら は ,
カ リ

キ ュ ラ ム の 改訂を行 っ て い る ｡

衛星放送
,

- イ ビ ジ ョ ソ
,
マ ル チ メ デ ィ ア と い っ
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た ニ ュ ー メ デ ィ ア ブ
ー ム の 頃, 木原 (1 9 9 5) は ,

当

時 の メ デ ィ ア 教育の 枠阻か ら, メ デ ィ ア リテ ラ シ
ー

育成 の 目標構造を再構成する ため に ,
リ テ ラ シ ーを

｢ 知識と して の リ テ ラ シ
ー

｣ と ｢ セ ン ス と して の リ

テ ラ シ ー｣ の 2 側面か らな る概念図を描 い て い る ｡

そ こ で は ,
｢ こ れま で の メ デ ィ ア 教育の枠組で は見

逃されが ちだ っ た 『文脈』 と リテ ラ シ
ー

の 関係を考

慮 し, メ デ ィ ア を活用する能力は, 文脈に無 関係に

機能する側面と ,
ある文脈の もとで しか 機能しない

側面 の 2 つ か ら成 る｣ ( 木原 ,
1 9 9 5) と い う考えか

ら提 案されたも の で ある｡ さらに ,
｢ 知識と して の

リ テ ラ シ
-

と セ ソ ス として の 1) テ ラ シ ーは相互に補

完しあうが ,
メ デ ィ ア を活用す る経験が増すに つ れ ,

次第に後者が重視され る｣ ように なる こと に つ い て

言及 し て い る ｡

1 9 9 5 年以降は放送と通信 の融合が 一 層進み ,
マ ル

チ メ デ ィ ア や イ ソ タ
- ネ ッ トを利用した調 べ 学習,

協同学習が全国各地 で取り入れられるように な っ た ｡

金沢グ ル ー プ は
,
こ れら の 学習に対 し情報の ｢ 使 い

手｣ の 立場を重視する必要が あると考えた｡ そ こ で ,

2 3

こ れま で の受け手と作り手 の観点に加 え, 使 い 手 の

観点を加 え, 6 つ の 能力項目 ｢理解｣ ｢ 洞察｣ ｢ 探

索｣ ｢ 発信｣ ｢ 構成｣ ｢ 創作｣ と各項目に 2 つ の 視

点, 計1 2 視点の 具体的 目標に カ リキ ュ ラ ム を再編成

した｡ さらに ,
各学年別の カ リキ ュ ラ ム も小学校低 ･

中 ･ 高学年別 とし, パ ッ ケー ジを再提案して い る ｡

｢ 受け手｣ の能力と して は , 従来通り ｢ 理解力｣ を

重視すると共 に ,
シ ン ボ リ ッ クな シ

ー

ソ を直観的に

見抜 き
, 柔軟に感じと る ｢ 洞察力｣ を重視して い る ｡

｢ 使 い 手｣ と して は, 情報活用能力の視点か ら ｢ 探

索力｣ , ｢ 発信力｣ と い う能力項目で 捉え直して い る ｡

｢ 作り手｣ と して は, 現状を鋭く認識す る能力を基

本に, 自己主張で き る能力と して ,
｢ 構成力｣ , ｢ 創

作力｣ を位置づ け て い る ( 岡部,
2 0 0 2) 0

水越 (2 0 0 0) は ,
メ デ ィ ア リ テ ラ シ

ー

を
,
情報社

会を生き て い く我々 の ,
日常的な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ソ活動 の 次元に おい て研究され , 実践される べ きも

のと い う前提か ら ,
｢ メ デ ィ ア 受容能力｣ ,

｢ メ デ ィ

ア 使用能力｣ , ｢ メ デ ィ ア 表現能力｣ の 3 つ に分けて

とらえて い る ｡ ｢ メ デ ィ ア 受容能力｣ の 系譜 で は,

表 1 メディ ア ･ リテ ラシ
ー の構成要素 (中橋 ･ 水越 ,

2 0 0 3 : p . 4 2)

1 . メ デ ィ ア ( 機器) を使 い こ なす ( m a k e f u ll u s e o f m e di a)

a .
メ デ ィ ア ( 磯器) の操作技能

b . 複数 の メ デ ィ ア ( 機器) の使 い 分け

c . 複数 の メ デ ィ ア ( 機器) を使 い 分ける

2 . メ デ ィ ア ( マ ス
･

機器
･ メ ッ セ ー ジ) を 理解する ( u n d e r st a n di n g t h e s p e ci a l c h a r a c t e ri s ti c s)

a . メ デ ィ ア ( 棟器) が どんな特性を持 っ て い るか (
一

方向性
･ 双方向性 ･ 広幡性 ･ 即時性等)

b . メ デ ィ ア ( 機器
･ メ ッ セ - ジ) に は, ど の よ うな文法 ･ 表現技法があ るか ( フ レ

ー ム ･ モ ン タ ー ジ ュ

技法 ･ 音響効果 ･ 編集方法等)

c .
メ デ ィ ア ( マ ス

･ メ ッ セ
ー ジ) は , ど の ような影響力をも っ て い るか (責任 ･ 倫理)

3 . メ デ ィ ア ( マ ス ･ メ ッ セ ー ジ) の読解, 解釈, 鑑賞 (i n t e r p r e t a ti o n )

a . 視聴能力 (内容把握
･ 主題把握 ･ 先読み ･ 映像段落 ･ 鍵 シ

ー

ン
･

特殊効果等)

b . 行間 ･ 背景を読む 力

c . 多角的な視点から評価する ことが で きる (価値判断含む)

4 . メ デ ィ ア ( マ ス ･ メ ッ セ ー ジ) を批判的に 捉える ( c ri ti c al u n d e r s t a n d i n g)

a . 自分 の イ メ
ー ジ に偏 っ た読み解きをせず, 客観視するこ とが で きる｡

b . 送 り手 の信条 ･ 立場 ･

考 え方を捉える ことが で きる｡

c . 多角的な視点か ら クリ テ ィ カ ル に読み解く ことが で きる (場合によ っ て は, 社会的
･ 文化的 ･ 政治的 ･

経済的 ･ 経済的文脈も考慮する)

5 . 考 え を メ デ ィ ア ( 機器 ･ メ ッ セ ー ジ) で表現 ( r e p r e s e n t at i o n )

a . 特 性 を考慮 し, 表現技法を駆使した情報発信 が で きる

b . 他者 の 考え方を受け入れ つ つ , 自分 の考え方を創出する ことが で き る｡

c . オ リ ジ ナ リ テ ィ の ある情報発信が で きる ( ク リ エ イ テ ィ ブ ･ セ ソ ス)

6 . メ デ ィ ア ( 機器 ･ メ ッ セ - ジ) で の 対話と コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ ( di al o g u e an d c o m m u n i c a ti o n )

a . 相手の 解釈に よ っ て ,
自分 の意図がそ の まま伝わらな い こ とを理解する ｡

b . 相手の 反応に応じた情報の 発信が で き
'

る｡

c . 相手と の 関係性を深める コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ が できる ｡
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批判的に受け止め る能力を含めて い る ｡ ｢ メ デ ィ ア

使用能力｣
`
の 系譜で は , 使える人と使えない 人と の

格差
, 技術中心 の メ ディ ア観が中心に なる｡ ｢ メ デ ィ

ア表現能力｣ と して の系譜で は, メ デ ィ アを用い て ,

社会的 コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の 回路を切り開い て い く

こ と の 重要性を指摘して い る｡ こ れら 3 つ の 能力は
,

互 い に 関係 しつ つ
,
全体と して メ ディ ア リ テ ラ シ ー

の 総体を構成 して い るととらえて い る ｡

メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

を総体と して とらえて い る考

え方は , 中橋 ･

水越 (2 0 0 3) の 研究に もみ られ る ｡

イ ン タ
ー

ネ ッ トが 普及 し, 個人が容易に情報を表現

し, 情報発信者となれる現代社会の 実態に即 したも

の となるように配慮しなが ら, こ の研究 で は表の よ

うな メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の 構成要素 (表 1 ) を提案

して い る ｡ 関連文献か ら, メ デ ィ ア リテ ラ シ ー

の 定

義 , 解説
,
要素

,
原理 等を抽出 し

, 構成要素と して

整理 された もの で ある｡ なお
,
｢ メ デ ィ ア｣ の 意味

と して は
, ① マ ス メ デ ィ ア ( マ ス) ② メ デ ィ ア楼器

( 機器) ③メ デ ィ ア メ ッ セ … ジ ( メ ッ セ ー ジ) , の

3 つ をとらえて い る ｡

そ れぞれ の 構成要素に は, 下位項目が含まれて い

る ｡ 表 1 をみ ると , たと えば ,
｢ 1 . メ デ ィ ア を使

い こ なす｣ に は ,
｢ a . メ デ ィ ア の 操作技能｣ ｢ b .

複数の メ デ ィ ア の 使い 分け｣ ｢ c . 複数 の メ デ ィ ア

を使い 分ける｣ と い っ た 3 つ の項目が あげられて い

る ｡ 6 つ の構成要素ごとに そ れぞれ 3 つ の 下位項目

が 示され
,
全部 で1 8 項 目に な る ｡ 表 1 をみ ると

,

｢ 3 . メ デ ィ ア の 読解, 解釈, 鑑賞｣ の 下位項目に

は
,
｢ a . 視聴能力 ( 内容把握 ･ 主題把握 ･ 先読み ･

映像段落 ･ 鍵 シ ー

ン ･ 特殊効果等) ｣ が あげられ て

い る ｡ 現在 の メ デ ィ ア リテ ラ シ ー 概念に も, 過去 の

映像リテ ラ シ ー

の 概念が反映されて い る｡

そ の 時代に対応した リテ ラ シ ー

の 概念を明確化 し

て い くため に は
,
そ の モ デ ル を提唱する ことが契機

となる で あろうo 過去 の視聴覚教育研究で は , 映像

リテ ラ シ
ー

の構造や モ デ ル が提案されて きた｡ また ,

メ デ ィ ア 教育の 枠組で は
,
木原 (1 99 5) が メ デ ィ ア

リ テ ラ シ ー の概念を構造図として 表し
,
そ の育成方

法を提案して い る ｡

メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

の モ デ ル が提唱され る こ とに

よ っ て
, リ テ ラ シ

ー

向上 の 方策が 講じられ る こ とに

つ なが る で あ ろ う ｡ 外国に 目を向 ける と
,
P o t t e r

F o u r M aj o r F a c t o r s

F l o w of I n f o r m ati o n -

P r o c e s s in g T a sk s

I n f o r m ati o n -

P r o c e s si n g T o ols

D e ci si o n s

M o t iv a t e d

K n o w l e d g e

S t r u c t u r e s

図 2 メディ アリテラシ ー

の認知的モ デル

F i g u r e 4 . 1 T h e C o g mi ti v e M:o d el o f M e d i a L it e r a c y ( p . 6 8)
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( 2 00 4) が ,
図 2 の ような メ デ ィ ア リ テ ラ シ

ー

の 認

知 モ デ ル を提唱 して い る｡

p o t t e r は ,
メ デ ィ ア リ テ ラ シ

ー

の 認知 的 モ デ ル

の 中で ,
｢ 知識構造｣ ｢ 動機付けられた決定｣ ｢ 情

報処理技術｣ ｢ 情報処理作業の流れ｣ の 4 つ の主要

因を強調 して い る ｡ 4 つ の 要因は, シ ス テ ム と して

相互 に関わり合う｡ 知識構造を ベ
ー

ス に 意思決定が

なされ, そ れを遂行する際に情報処理技術が作用し ,

必要な情報を選択 し意味を構成する｡

また
,
P o t t e r は

,
メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー に 関し て ,

次 の よう なア イ デア を出して い る ｡

A .
メ デ ィ ア 1) テ ラ シ

ー

は ,

一

つ の メ デ ィ ア に

限定されな い ｡

B . メ デ ィ ア リテ ラ シ ー は
,
ス キ ル を必要とす

る ｡

c . メ デ ィ ア 1) テ ラ シ
-

は , あ る タ イ プの 知識

を必要とする ｡

D . メ デ ィ ア リ テ ラ シ - は
, 価値を扱わ なけれ

ばならない ｡

メ デ ィ ア 1) テ ラ シ
ー

は , 知識や ス キ ル の総体と も

2 5

い える ｡ ま た ,
知識 一

つ に し て も, メ デ ィ ア の 機能

に 関す る知識か らメ デ ィ ア情報 の背景を読み取る知

識ま で 多様なもの を扱う ｡

P o t t e r が 提唱する メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー の 認知 モ

デ ル は
,
情報処理 プ ロ セ ス の 見地 か ら構成されて い

る ｡ つ まり , 知識構造が基盤となり, 情報を抽出 し

たり , 意味を照合したり , 意味を構成すると いう流

れ には, コ ン ビ テ ン シ
ー

や ス キ ル が必要とされる ｡

p o t t e r の モ デ ル は
,
知識構造一意思決定 - 情報処

理技術一倍報処理作業を 一 連 の構成 的関係 で 示 した

と こ ろに 特徴が ある｡

p o t t e r の メ デ ィ ア リ テ ラ シ
- 論 か ら , 水 越

( 2 0 0 0) は ,
メ デ ィ ア リ テ ラ シ

ー

の基本的考えと し

て , 次 の 4 つ を紹介 して い る ｡ ( p . 2 5- 26)

ア) メ デ ィ ア リテ ラ シ
ー

は連続性を保 つ

イ) メ デ ィ ア リテ ラ シ
ー

は発達させ る必要を持つ

メデ ィ ア リテ ラ シ
ー

に は進歩改善の 余地があり ,

幼児期か ら高齢期にいた っ て ,
生涯にわ たり教

育を重ね て い く べ き最重点課題の
一

つ で ある ｡

ウ) メ デ ィ ア リテ ラ シ
ー

は多元的で ある

表 2 メディ アリテラシ
ー

の定義 : メディ ア学者

I) e fi n iti o n s of M e d ia Lit e r a c y : M ed i a S ch ol a r s

著 者 / 年 定義

A d a m s a n d H a m m

( 2 0 0 1)

A n d e r s o n

( 1 9 8 1 )

B a r t o n a n d H a m ilt o n

( 1 9 9 8 ; a s c it e d i n

M a r g a r
･

e t M a c k e y ,

2 0 0 2 , p . 5 - 6 )

H o b b s ( 1 9 9 7 a)

S h o l l e a n d D e n s k i

( 1 9 9 5 )

S il v e r b l a t t a n d

E li c e i r (1 9 9 7 )

｢ メ デ ィ ア )) テ ラ シ ー は
,
日 常 の テ レ ビ ,

広 告
,
映 画

,
デ ジ タ ル メ デ ィ ア か ら の 視

覚的 ･ 言 語 的 シ ソ ボ ル か ら パ
ー ソ ナ ル な 意 味 を 創造す る能 力 と し て 考 え ら れ る だ ろ

う ｡ 単 に 生 徒 に 情報 を 読解す る こ と を 求 め て い る の で は な い ｡ 生 徒 は , 取 り 巻 く メ

デ ィ ア 文 化 を 理 解 した り 生成 した り す る 批判的 思考老 に な ら な け れ ば な ら な い ｡ ｣

( p . 3 3 )

｢ メ デ ィ ア あ る い は 目 的行為 に対す る プ レ ゼ ソ テ ー シ ョ ソ に か か わ ら ず情報 を 巧 み

に 収 集 , 解釈 ,
テ ス ト

, 適 用｣ ( p . 2 2 )

｢ ( I) テ ラ シ ー

は) 人 々 が 行 為 を す る 主 に 何 か で あ る ｡ そ れ は ,
思 考 と テ キ ス ト の

間 の 空 間 に 位置 し て い る 活動 で あ る o リ テ ラ シ - は , 学 習 さ れ る べ き ス キ ル 群 と し

て 人 々 の 頭 の 中に た だ 存在 し な い ｡ 分 析 さ れ る テ キ ス ト と し て と ら え ら れ て糸氏 の 上

に た だ 存在 し な い ｡ す べ て の 人 間 の 活 動 の よ う に ,

I) テ ラ シ ー は 本 質 的 に社 会的 で

あ る o そ れ は 人 と の 相 互 作用 の 中 に 位置 し て い る ｡ ｣ ( p . 3 )

｢ 1) テ ラ シ
ー

は
,
多様 な 形態 の メ ッ セ ー ジ に ア ク セ ス し た り 分析 し た り 評価 した り

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ し た り す る 能 力 で あ る｣ ( p . 7 )

こ の 定 義 は , 次 の よ う な 特 徴 を示 唆す る と H o b b s は 述 べ て い る ｡

｢ 探 究 を 基盤 と した 教育 ,
生 徒 中 心 の 学 習 , 共 同 チー ム に よ る 問題解決 , 標 準 化 さ

れ た テ ス ト の 選 択
,
統 合 さ れ た カ )) キ ュ ラ ム ｡ ｣

｢ メ デ ィ ア リ テ ラ シ ーは , 批 判 的教育学 の 中 で 概念化 され る べ き だ ｡ だ か ら, 『メ

デ ィ ア リ テ ラ シ ー は, 政 治 的社会的文化的実践 と し て 考 え ら れ な け れ ば な らな い ｡ 』 ｣

( p . 1 7 )

｢ ( メ デ ィ ア )) テ ラ シ
ー

は) 批 判 的 思考 の ス キ ル で あ る o そ れ は ,
オ - デ ィ エ ン ス

に マ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ の チ ャ ソ ネ ル を 通 し て 受 け 取 る 情報 を 解読す る こ と が で

き る よ う に し て , そ し て メ デ ィ ア 内容 に つ い て 独 自 の 判断 を 発達 さ せ る こ と を 可 能

な ら しめ る ｡｣ ( p . 4 8 )



2 6 新潟大学教育人間科学部紀要 第 9 巻 第 1 号

メ デ ィ ア リテ ラ シ ー

の構成要素と して は, 認知

的
,
情意的

,
芸術的

, 道徳的 とい う四 つ の次元

か ら考えて い き
,
知識や理解に加え

, 感情や情

感, 意欲を育て , 鑑賞力や表現力を必要と し
,

情報の倫理 や道徳的な態度を身に つ ける こ とを

め ざす ｡

エ) メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の 目的は批判的な解釈や

吟味を して い く こ とを内に含む

メ ディ ア か らの 情報を比較, 討議, 解釈 しなが

ら
,
私 たち自身の 手に よ っ て

,
メ デ ィ ア を制御

して い く態度と能力の 育成 をめ ざす｡

こ こ で
,
こ れか らの メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

を考えて

い く上 で
, 外国の研究者の メ デ ィ ア リテ ラ シ ー の 定

義を い く つ か参照 して みようo P o t t e r ( 2 0 0 4) の 文

献に は , 表 2 の ような メ ディ ア 研究者に よるそ れぞ

れ の メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の 定義が紹介されて い る ｡

( p . 2 7)

外国 の メ デ ィ ア 研究者に も
,
メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の とらえに は様々 なもの が あるが
,
メ デ ィ ア リ テ ラ

シ ーを知識や ス キ ル の側面か らとらえる見方が ある

とい えるだ ろう｡

我が国の映像リ テ ラ シ ーや メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の

研究に おい て も, 知識や技能の 観点か らリ テ ラ シ ー

をとらえた り, 情報処理 の 観点か ら リテ ラ シ ー 概念

を再構成したり
!
そ の育成方略をその観点か ら再編

成 したりす る研究はみられ る ｡ 前述 した P o t t e r の

メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

の モ デ ル は
,
グ ロ

ー バ ル なも の

と い えるが
,
日本の メ デ ィ ア リテ ラ シ

ー 研究に も生

かす ことが で きる だろう ｡

I T 革命は
,
産業革命以来の 大きな革命とされ ,

こ れま で の 工 業社会か ら高度情報通信ネ ッ ト ワ
ー

ク

社会 - の 原動力 ･

推進力に な っ て きた ｡ ポ ス ト産業

主義の 社会が
, 今後の 情報創発型の 社会と い えるだ

ろう ｡ ｢ ポ ス ト産業主義の社会の 1) テ ラ シ ー は
, 高

度化し複合化し流動化する知識社会に おける基礎教

養の 教育で あり, 批判的 で反省的 な思考力と コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ソ能力の 教育と して 再定義され るべ きで

あろう｣ と
,
佐藤 (2 0 0 3) は主衷して い る｡

こ れか らの 高度情報通信社会に おける メ ディ ア リ

テ ラ シ ー を
,
｢ 批判的で反 省的 な思考力と コ ミ ュ ニ

ケ
-

シ ョ ソ の 能力, 多様なメ デ ィ ア を駆使し, 人と

人と が交わ っ て 創造知 を生 産す る教養｣ ( 生 田 ,

20 0 3) と捉えて みたい ｡

3 . 教師に求められるメデ ィ ア リテラシ
ー

我が 国の 高度情報通信社会を今後進展させ て い く

ため に は
,
そ の 実現は, 教育の 力, 人材育成の 強化

に あると い え るだろう｡ そ の ために も, メ デ ィ ア 環

境が急激に変化して い く社会で 必要な資質,
メ デ ィ

ア リ テ ラ シ ー

を国民に修得させ なければならない ｡

前章で 社会の 変動をみながら ,
リ テ ラ シ ー

の 変遷に

つ い て 述べ て きた｡ リ テ ラ シ ー をそ の 社会にお い て

基盤とな る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ソ 能力と包括的に捉え

てみた ｡ 高度情報通信社会で の
,

コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ

ソ 形態 の 特徴は I C T で の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ソ で あ

り, そ れが 知識を創造して い く こ とに つ なが る ｡ メ

デ ィ ア リテ ラ シ
ー

を
,

コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ能力,
メ

デ ィ ア を駆使 して 創造知 を生産する教養と捉えた所

以 で あ る｡

リテ ラ シ ー

の概念に 関して は, ジ ル -

の ｢ 道具的

技能的次元｣ ｢ 相互作用的次元｣ ｢ 批判的次元｣ が

よく援用 される (佐 藤
,
2 0 0 3) ｡ そ れ で は , 敏師の

メ デ ィ ア リテ ラ シ ー と して 考えるとどう で あろうか ｡

教科学習で は
,
I C T を活用 し て 子 どもたちに 学習

内容を習得さ せた り
,
子 ども達自身に I C T を活用

させ て表現をさせたりする場面があるo まず第
一

に
,

教師自身に各種メ デ ィ ア の操作技術の 力ともい える

ス キ ル 的な側面 の ｢道具的技能的｣ リテ ラ シ ー が必

要とされる｡

ま た
,
I C T を介 して 地域 の 方や 他校と交流した

り
,
総合的 な学習で言 えば ,

グ ロ ー バ ル ･ コ ミ ュ ニ

ケ
-

シ ョ ソ の 手段と して I C T を活用 したりす る こ

ともあるだ ろう ｡ い わば
,
外か ら の文化を享受する

だけで はなく , 文化との 相互作用 の過程で 新たな文

化を創り出 し て い く ｡ I C T を介 して 多様な文化 の

世界と関わ っ て い くために は
, 教師自身に ｢ 相互作

用的｣ な機能 ･ 役割が 求め られ る｡ 教師の 第二 の メ

デ ィ ア リテ ラ シ ー

とし て , ｢ 相互作用的｣ リ テ ラ シ ー

が必要とされ る｡

さらに
, 高度情報通信社会が進展して い 桝ま, ネ ッ

ト ワ ー ク を介して バ ー

チ ャ ル な世界が 形成 されて 行

く で あろ う｡ 飛び交う情報 の 背後に ある世界 へ の 気

付きを持 っ て , 文脈的に判断 し, 真偽を見抜 い て い

く リ テ ラ シ
ー

が 必要とな っ て く る ｡ I C T に よ っ て

表現 し伝達される情報を
,
そ の 情報の 背景や 文脈 -

の 気付きをも っ て 考え, 判断する
,
い わば批判的思

考ともい えるリ テ ラ シ ー が求められる｡ 教師の 求め

られる メ ディ ア リ テ ラ シ ー

の 第三と して こ の ｢ 批判

的｣ リ テ ラ シ ー

をあげた い ｡



教師の メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

育成に関する研究動向と課題

今後も急激に 変化す るで あろう高度情報通信社会

に あ っ て
,
メ デ ィ ア リテ ラ シ

ー は
,
まず教師が身に

付けなければ ならな い リテ ラ シ ー

で ある ｡ そ し て
,

子 どもたち へ と教え継がれ, 共 に高まり合うリ テ ラ

シ
ー

で ある｡

そ こ で
,
高度情報通信社会の 中に子 どもたちと共

に生きて い く教師の メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

育成研究の

視座が 求め られ て い る今, 次章で は ,
教師の メ デ ィ

ア リ テ ラ シ ー の育成や 向上を目指した先行研究を概

観 し, そ の研究動 向を整理す る｡ 本論 で は , 教員養

成大学における メ ディ ア リテ ラ シ
ー 育成 の カ リキ ュ

ラ ム に 関わる研究や , 高等教育機関 ･ 大学生を対象

に した メ ディ ア リ テ ラ シ
ー 授業に 関する研究も含め

て
,
先行研究を レ ビ ュ

ー

す る ｡

教師の メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー を育成する上 で , 過去

に どの ような研究が行われ て きたの か ,
そ の経緯を

た ど っ て みた い ｡

4 . 教師の メデ ィ アリテラシ
ー 育成をめ ぐる研

究動向

メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー が
,
そ の 概念の 変遷と して ,

まず視聴覚教育研究の 中で 映像リテ ラ シ
ー

と して 登

場 して きた経緯が ある ｡ 映像リ テ ラ シ ー

は映像視聴

能力とも呼ばれ , 新しい メ デ ィ ア と して テ レ ビ や ビ

デオ が登場して きた時に , 映像の 読み書き能力と し

て 注目を浴びた ｡ 映像リテ ラ シ
ー

は
,
メ デ ィ ア リ テ

ラ シー の 中で ｢ メ デ ィ ア の情報理解力 ( 内容理解力) ,

メ デ ィ ア を批 判的に 読む能力 ( 批判 的読解力)｣ の

系譜に位置付くと考えられ る ｡

｢ 映像をよみとるカー狭義の 映像視聴能力が ,
あ

くまで も基礎で あり, こ の 基礎が あ っ て こ そ は じめ

て選択や利用 したり, 表現や制作したりす る力も育 っ

て くるもの｣ と水越 ( 1 9 9 6) が 述 べ て い るように ,

映像 リテ ラ シ ー は
,
メ デ ィ ア リ テ ラ シ

ー

の 基礎とな

る能力とも想定され る ｡ そ れゆ え, 教師の メ デ ィ ア

リ テ ラ シ
ー 研究にお い て も, 映像リ テラ シ ー

の 育成

に焦点を当て た研究が みられる ｡

こ こ で は
,
まず教師の映像リテ ラ シ

ー (視聴能力)

の育成を目指 した研究に つ い て述べ て い く｡

(り 教師の映像リテラシ ー 育成に関わる研究

南部 ら (2 0 0 2) は, 映像視聴能力の 育成を目指し

た教員養成プ ロ グラ ム の 開発研究として ,
パ ー

ソ ナ

ル コ ン ピ ュ ー タ の映像編集械能を活用す る方法を検

討するとともに , 映像視聴能力 ･ 映像制作表現能力
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育成 プ ロ グ ラ ム の構想を報告 して い る ｡ さらに , 南

部 ら ( 2 0 0 3) は ,
教員養成 にお ける映像作品制作能

力育成 プ ロ グラ ム の 開発と試行を行 っ た ｡ そ の プ ロ

グ ラ ム は
, 画面構成法,

ビ デオ カ メ ラ操作技術, 吹

像番組の 構造に 着目 した映像構成技法,
映像作品制

作実習か ら構成され て い る｡ 教員養成大学学部学生

を対象として 試行した結果,
1 ) 技術 マ ニ ュ ア ル に

よる演習に より, ビ デオ カ メ ラ操作及び電子編集技

術が 習得された こ と ,
2 ) 実際の 放送番組∴を取り上

げ て そ の 画面構成および構造に着目 した 映像構成技

法を盛 り込ん だ プ ロ グ ラ ム が映像作品 の 具体的制作

方法の理解を促進し, 完成度 の高い 映像作品 の 制作

に寄与 した こ と, 3 ) 映像作品制作能力の 向上が映

像視聴能力の 向上 に影響を及 ぼす ことを 明らか に し

た ｡ また, 浦野ら ( 2 0 03) は, 現職教員および教員

養成系の学生 を対象に , 映像理解,
映像構成理解能

力の 向上を目指した映像カテ ゴ リ
ー

･ 理解要素マ ト

リ ッ ク ス を用い た分析的視聴の方法を提案して い る｡

視聴覚教育研究と関わり , 放送教育の 指導者の養

成 を 目指 した研 修 プ ロ グラ ム の 開発に ,
木原 ら

( 2 0 02) の 研究が ある ｡ こ の研 究で は, 小学校教師

を対象に ,
｢ 放送教育に関する実践的知識｣ ｢ 放送

教育実践を計画 ･ 実施 ･

評価す る 問題解決能力｣

｢ 放送教育実践を他者と共同 して推進しようとする

態度｣ を習得するため の 研修プ ロ グラ ム を W e b を

活用して 実施した｡ こ の 研究の 特徴は, リ テ ラ シ
ー

の み ならず, 実際の授業実践ま で を視野に 入れて 研

修プ ロ グ ラ ム を構成 して い る ことに あるとい えよう ｡

(2) 教師の情報リテラシ
ー 育成に関わる研究

メ ディ ア リ テ ラ シ ー の構成要素と して の メ デ ィ ア

活用力に関わり, 歴史的経緯としては映像リテ ラ シ
ー

と して の映像 メ ディ ア の 操作技能か ら, コ ン ピ ュ
ー

タ の 登場に よ っ て ,
コ ン ピ ュ

ー タ操作技能とい っ た

情報リテ ラ シ ー

の 育成を 目指 した研究が行われるよ

うに な っ て きた｡ そ こ で
,
教師の情報 1) テ ラ シ -

の

育成に関わる先行研究をみて みよう｡

平松 ( 2 0 0 4) は , 教員 の I C T 活用指導力の 目標

と研修の在り方をテ ー マ に
, 岡山県情報教育セ ン タ

ー

の 研修事例 を報告して い る ｡ 教員の I C T 活用指導

力を, 活用の 前提 となる知識 ･ 技能 (基礎 ･

基本)

と授業で の活用法と指導力 ( 応用 ･ 発展) とに分け ,

実践的 ･ 体験的研修を提案して い る｡ 基礎研修で は ,

モ ジ ュ
ー

ル を活用する開放講座型の体制をと っ て い

る ｡ ま た
,
I C T を活用 した 授業 を レ シ ピ で 提供 し

たり , 受講者が作成 した レ シ ピを もとに ミ ニ 授業を
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実施し
,
評価 ･ 共有をすると い うサ イ ク ル を研修に

組み込ん だり して い る ｡ ス キ ル 研修か ら授業で の

I C T 活用研修 - の 方向性か ら , 研 修内容 と共に 研

修方法に も改善を加えて い る ｡

岡 山県情報教育セ ソ タ -

の 研修 事例 は , 永野

(2 0 0 4) が 指摘 して い る ように ,
｢ 技術研修に終始

する の で はなく , 授業で の 事例を数多く知 っ たり ,

意義や方法を検討したりする こ とが重要｣ という方

向性を目指した もの とい えるだ ろう ｡

同様に , 学習指導 の ため に I C T を活用で きる現

職教員の研修という点で は, 東原 (2 0 0 4) の 研究が

ある ｡ こ の研究で は , 各地 におけ る研修会の 計画立

案か ら
,
集合研修会の 支援,

W e b に よる研修教材

の 提供ま で , 現職教員の研修の ため の トータ ル な シ

ス テ ム を構築 した ｡ 教員研修用 に 開発 した動 画

W e b コ ン テ ン ツ は
, 各地 の 研修会や個人研修 で 用

い られ て い る ｡

研修方法の 特徴と い う点で は, 大学生 を対象に し

た 研究 で ある が , 香川ら ( 2 0 0 2) は ,
デ ジタ ル 学習

教材の作成 を ワ ー

ク シ ョ ッ プ形式で 実施 して い る ｡

こ の ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で は
,
フ ァ シ

1) テ
一

夕
-

や イ ソ

ス ト ラ クタ -

,
メ ソ タ -

, と い っ た役割を担うア ド

バ イ ザ ー

を促進役と して起用 して い る ｡

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ型の研修で は, 双方向的な参加型

の 学びを大切 に し
,
フ ァ シ リ テ

一

夕 ーが参加者や 興

味や 意欲を引き出しながら, 場を展開して い く こと

の 重要性 が指摘され て い る ( 中野,
2 0 0 1) ｡ 関連 し

て
, 原 ( 2 0 0 2) は , 体験型の 研修で , 周到 な準備と

ともに 受講者の メ タ認知を促すこ とを条件と して あ

げ て い る｡ また
,
講師

,
受講者相互 の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の 促進と支援とい っ た条件も満足度の 高い研

修の成立要素と して あげて い る ｡

堀田 ら ( 2 0 0 4) は ,
初等中等教育 のI T 活用指導

力の向上 を期した教員研修に は
,

一

般的に次の よう

な課題が あると して ,
3 点をあげて い る ｡

課題1 : 学校現場 の 多忙化に伴い , 限られた日数 ･

時間内で 必要な研修内容を こ なさ なければなら

ない ｡ また , 研修を施す側 の ス タ ッ フ 数や 準備

期間も少なく , 研修方法の 工夫 に時間が割か れ

にく い ｡ そ の結果, 受講者が受動的な立場 しか

体験で きない ような伝達講習に陥りが ち である ｡

参加型研修が望まれる ｡

課題 2 : 開か れた学校 ･ 外部人材と の 連携などの

流れ の 中に ある もの の , 研修の ほ とん どは学校

教育関係者だけで 行われて い る ｡ そ の結果, 学

校教育に対す る多様な考え方に触れ る機会が少

ない ｡ 異業種交流の機会が期待され る｡

課題 3 : ほ とん どの研修で は, 受講者が評価され

る場面が ない ｡ よ っ て , 研修に対して モ チ ベ ー

シ ョ ン が上 が りにくく
, 責任感や 達成感が感じ

られな い ｡ 受講者間で の相互評価を取り入 れる

と改善されると考えられる ｡

そ こ で
,
堀 田 らは

,
上記 の課題 を受け , 参加型 ･

異業種交流 ･ 相互評価の 3 つ の コ ン セ プトを取り入

れた I T 活用指導力に 関す る初等中等教育向け民間

教員研修プ ロ グラ ム を開発し実施 した ｡ 異業種交流

など
,
教育の情報化の 分野に おける従来の教員研修

とは違 っ た方法 の研修を提供 したとい う点で は
,

ユ

ニ ー ク な取り組み とい える だろう｡

相互評価と い っ た コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の手段が ,

教員研修の 一

つ の 重要なキ
ー

コ ン セ プ トと い えるが
,

受講者と コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ をとる手段として メ
ー

リ ン グ リ ス トを活用 した研究に仲村 (20 0 2) が ある｡

こ の 研究で は, 初任者教師を対象に , 受講者と指導

主事と の 間で メ ー

リ ン グ リ ス トを授業支援の 手段と

して 利用 して いる ｡ 中学校教員に対して 各教科の ア

ド バ イ ザ ー を メ ー リ ン グ リ ス トに登録する必要性を

課題と して あげて い る ｡

メ
ー

リ ン グ リ ス ト の 他に ,
ネ ッ ト ワ ー ク上 の 掲示

板で の 討議を組み込ん だ研究に
,
戸 田 ( 2 0 0 2 a) が

ある｡ こ の 研究は, 熊本県立教育セ ソ タ -

の 事例で
,

教師の情報 モ ラ ル の 意識 の 向上 の ために , 複数に よ

る議論の場の 提供手段として掲示板を利用 して い る ｡

教師の e- L e a r n i n g に よるネ ッ ト ワ
ー

ク討論の 有効

性を検討し, 討論が ネ ッ ト ワ ー ク上 で も課題解決に

対して有効に機能して い る状況 を確認して い る ( 戸

田
,
2 00 2 b) ｡ さ らに ,

e- L e a r n i n g に よる教員研修

プ ロ グ ラ ム で
,
ネ ッ ト ワ

ー ク討論 の 発言内容の分析

を行 っ た ( 戸 田 ･ 清水 ,
2 0 0 4) ｡ そ の 結果, 討論 に

関する提案や指示を行うリ - ダ ー

的な役割が 存在 し

て い る グ ル
ー

プ で は討論が活発に行われており, 討

論が活性化して い な い グ ル ー

プ に はそ の ような役割

が い ない こ とが確認された ｡ また
,
課題解決の ため

に資料や根拠を示す ア ド バ イ ザ ー

的な役割の存在も

確認された ｡ こ の こ とに つ い て , ｢ 教師の ネ ッ ト ワ ー

ク討論で 明確な役割分担を実施する こ とで
, 討論が

活性化で き る可能性を示唆で きた｣ と述べ て い る ｡

電子掲示板を用 い た協調学習の 有効性 に つ い て は三

宅 ( 2 0 0 3) が 指摘して い るが ,
ネ ッ ト ワ ー ク を つ な

ぐだけで はなく
,
受講者同士 の 関係性が重要な要因

にな っ て い る と い う ことだろう o ま た
,
戸 田 (2 0 0 3)

は
,

一

連 の 研究を通 して , 知識伝達型の 研修内容が
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e ラ ー ニ ソ グ に 適合する可能性も示唆して い る ｡

同様に , 教員の 情報 モ ラ ル 研修に e - L e a r n i n g 教

材を活用 した研究に ,
岡谷 ･ 大下 ( 2 0 0 2) が ある｡

こ の研究は, 長野県総合教育セ ン タ
ー

で の 教員の情

報 モ ラ ル 研 修 の 事 例 で あ る ｡ 結 果 と し て ,

e-1 e a r n i n g 教材の 利用 は受講者の 興味関心 を高め ,

内容の 理解促進に 有効で あ っ たと述べ て い る ｡

e -1e a r n i n g 教材が 登場 して きた ように ,
W e b サ

イ トを利用した研究がみ られ るように な っ て きた ｡

たとえば
, 中川 (2 0 0 2) は, 情報教育を推進する上

で
,
W e b サ イ ト の 構築と セ ミ ナ ー

や ミ ー テ ィ ソ グ

等の F a c e t o f a c e の 交流の 双方か らア プ ロ - チ して

い る研究を行 っ て い る｡ さらに , 中川ら ( 20 0 3) は ,

w e b サ イ トを利用 しで情報教育を実践するた め の

コ ミ ュ ニ テ ィ を構築して い る ｡

w e b サ イ ト の 利用法に関して は , 山 田 ら ( 2 0 0 3)

は
, 高等教育の 教材開発研修の 事例をもとに , 事前

研 修 や フ ォ ロ
ー

ア ッ プ に つ い て
,
今後 W B T

( w e b- B a s e d T r ai n i n g) シ ス テ ム を活用 した方策

の 可能性を示唆して い る｡

ネ ッ ト ワー ク の活用とい う点で は, 藤原ら (2 0 0 5)

が
,
大学 1 年生 を対象に情報処理入 門科目にお い て

オ ン ライ ソ 個別学習シ ス テ ム を利用 した授業実践を

行 っ て い る｡ 開発した シ ス テ ム は, 個 々 の学習者に

あ っ た教材の 提示及 び練習問題と, 教師に学習者の

理解状況 を提供す る もの で ある｡ 実践 の 結果,
｢ シ

ス テ ム を使 っ て個別 に学習し, 必要に応じて教員が

個別に説明す る こ とで , 能力の ばら つ きが 大きい 集

団に対して , 学習効果が確認された｣ と述べて い る ｡

しか し
,
｢ 下位の 学習者に対 して は , 学習に必要と

される時間が多くな るため , より効率よく学習で き

る ア ル ゴ リ ズ ム が 必要｣ と今後の 課題を指摘 して い

る ｡

近年で は ,
e - L e a r n i n g と集合型研修とを組み 合

わせた ブ レ ン デ ィ ッ ド型研修に関す る研究もみ られ

るように な っ て きた ｡ 佐々 木 ( 2 0 0 3) は ,
教員研修

におい て
, 講義に つ い て は e ラ ー ニ ソ グに よる研修 ,

演習に つ い て は集合研修と い う ブ レ ンデ ィ ソ グが有

効で あると の可能性 を指摘して い る｡

戸 田
･ 益子 ( 2 0 0 5) は, 受講者に対し で情報教育

に つ い て の校内研修実施を 目的と した教員研修を,

ブ レ ン デ ィ ド型研修で 設計 ･ 実施して い る ｡ 校内研

修実施とい う困難な課題で あ っ たが ,
実施率及び今

後の研修実施意欲ともに受講者全員が高水準を示 し

た｡ 分析の結果
,
課題と関わ る リ ソ ー

ス の 提供, 間

接 ま た は 直 接 的 な 相 互 作 用 を 認 識 で き る
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e- L e a r n i n g の 設定な どが 高い 実施率に 寄与 して い

る こと が示 唆された ｡ さらに ,
e- L e a r n i n g の 実施

を可能とす るために 丁寧な技術支援の 必要性 も確認

された ｡ こ れらは, ブ レ ン ドする複数 の研修形態の

内容 の連続性確保,
e - L e a r n i n g に よる研修形態 の

個別化の 防止 ,
そ れらを支援する運用上の 工夫など ,

効果的な教員研修プ ロ グラ ム の 要件,
設計の 枠組な

どを示唆するも の とい えるだろう｡

研修の 方法をブ レ ン デ ィ ソ グする に して も, そ の

根本とな る考え方は , 授業 モ デ ル や授業 デザ イ ン で

あろう ｡ 大学 の情報実習科目に おける授業デザ イ ン

を開発 し, 実践に 適用 , 評価 した研 究に ,
寺島ら

( 2 0 0 3) の 研究が ある｡ 授業の デザ イ ン に ｢ 実習の

特徴を活か した学習者中心 の 環竜を実現す る こと｣

｢ 学習者の 多様な レ ベ ル に対応する こ と｣ ｢ 大学独

自の 高度な取り組み｣ を取り込み ,
初期 レ ベ ル ･ ア

ド バ ン ス レ ベ ル の学習として マ ル チ メ デ ィ ア 制作実

習の 授業に適用 した｡ 授業の 評価結果か ら, 自己学

習 へ の 取り組みを活性化 させ るために ,
発展的な ソ

フ ト の 機能や参考資料を提供するような教材, グ ル ー

プ括軒実施過程 に おける相互評価活動を取り入れた

授業デザイ ソ の 必要性を指摘して い る｡

情報教育の カ リキ ュ ラ ム と して は ,
教員養成大学

に おい て 姫野 (2 0 0 5) が開発したも の が ある ｡

姫野は , 教員養成 で は, ｢ 学生自身 の情報活用能

力｣ の 育成と ともに ,
｢ 情報教育に 関す る知 識｣ や

｢ 子 どもに情報活用能力を教授する力量｣ の 育成を

重要と考え, こ の 3 つ の 力量向上を 目的と した教員

養成に おける情報教育力 リキ ュ ラ ム の 開発と評価を

行 っ た ｡ 以下 の ような授業の テ
ー

マ で ある ｡

◎ オ リ エ ソ テ
-

シ ョ ソ

(丑情報教育は難 しくな い - 情報教育の概論

②情報教育の変遷と現在 - 2 1 世紀の 情報教育は

どうなる

③新聞 を活用 した授業方法 - N I E の 学習指導

案の 作成

(む学校放送番組の 変化と学習観 - 番組の 比較検

討

(む学校放送番組を活用 した授業 - 番組か らの 発

展学習

(む学 びの 変化と情報教育の 発展 - 前半 の 復習と

今後の 情報教育実践論

⑦情報教育と コ ソ ピ ュ ー タ - そ ろ そ ろ コ ン ピ ュ ー

タ も知 っ て おきます か

⑧情報教育の カ リキ ュ ラ ム の 実際 - コ ン ピ ュ
ー

タ と子 どもの か か わり
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⑨情報教育の授業実践 - 教科 ･ 情報の 目標達成 ,

教師の 支援体制の 確立

⑲秋田県の情報教育の 実態と コ ン ピ ュ ー

タ演習
- パ ワ

ー ポ イ ン ト で 自己紹介

⑪情報教育の影の 部分 - 情報モ ラ ル と プライ バ

シ
ー

⑫情報教育の評価方法 - 指導要録の 記述と ポ ー

ト フ ォ リ オ

⑬情報教育の実際と教師が 直面して い る課題 -

レ ポ ー ト課題 か ら何が わか っ た の か

以上 の ような流れ に沿 っ た カ リキ ュ ラ ム 授業を実

施し, 評価した結果,
9 割 の学生 が ｢ 情報教育に 関

する知識｣ , 8 割 が ｢ 自身の情報活用能力｣ , 7 割が

｢ 情報活用能力の教授力｣ が向上 したと自己評価し

た｡ また , 開発したカ リキ ュ ラ ム の体系性に つ い て
,

9 割以上 の 学生か ら肯定的な評価を得た ｡ さらに ,

カ リ キ ュ ラ ム 内 で の 相対評価 (｢ ため に な っ た｣ 授

莱,
｢ わ か りやすい｣ 授業,

｢ おもしろか っ た｣ 授業

の 順位付け) か ら, コ ソ ピ ュ
ー タ を用 い た演習が総

合的 に高評価 で ある反面, 項目間で 評価に 差異が生

じ て い る こ と が わか っ た ｡ 高等 学校に お い て 教科

｢ 情報｣ が導入 された こ とに より
,
今後は

,
こ れま

で 以上に 情報教育を受けた学生 が大学に 入 学してく

る ｡ 課題と して あげて い る ように ,
｢ 情報活用能力

の 教授力｣ を どの ように 育成するか ,
そ の 内容と方

法を今後検討す る必要が ある だろう ｡

(3) 教師の メデ ィ アリテラシ ー 育成に関わる研究

映像リテ ラ シ
ー

, 情報リテ ラ シ ー を包括的 に とら

え
,
メ デ ィ ア リ テ ラ シ

ー

として
,
そ の 育成を目指し

た先行研究に つ い て み てみ る｡

山内ら ( 2 0 0 2) は ,
｢ 送 り手と受け手 の 協同体制

が とれて おらず
,
教師が メ デ ィ ア の 現場を学ぶ機会

がな い｣ ( 山内ら
,
2 0 0 1) と い う問題意識 の もと,

学校と地方放送局とを連携させる メデ ィ ア リテ ラ シ ー

実践モ デ ル の 開発を行 っ た ｡

以上 の研究で は
,
メ デ ィ ア リテ ラ シ ー を育成する

上 で
,
メ デ ィ ア の送り手と して の 専門家と の 交流の

重要性を指摘して い るが , 椎木 ･ 八重樫 (2 0 0 3) は ,

企業 の ウ ェ ブ マ ス タ ー が教師と協力教授す る試みを

報告 して い る ｡ さらに
,
ネ ッ ト コ ミ ュ ニ テ ィ を参加

者と 一 緒に つ くり, 実際の 講座 + ネ ッ ト で 学習をす

すめ る授業実践と シ ス テ ム 開発に つ い て 研究を進め

て い る ( 椎木 ･ 八重樫,
2 0 0 4) ｡

以上 の 研究は, 協力教授と い っ たテ ィ ー ム テ ィ ー

チ ン グにそ の特色が あるが , 教授の場を地域の フ ィ ー

ル ドに 求め た実践もある ( 河西 ,
2 0 0 3) ｡ こ の 実践

は
, 東京大学大学院学際情報学府の ｢ メ デ ィ ア 表現

論｣ 内の プ ロ ジ ェ ク ト の 一

つ で あり , カ リ キ ュ ラ ム

の 中に は撮影 や事前調査 の ため の 周辺地域 ･ 施設 の

フ ィ
ー

ル ド ワ ー ク も含まれて いる ｡ こ の カ リ キ ュ ラ

ム で は
, 映像制作の ための 技術習得自体を主 目的と

は して い ない ｡ そ の ため , 毎時とも , 技術習得の 部

分と グ ル ー

プ で の 協同作業などが 組み合わされて い

る の が特徴 で ある ｡ 作品を地域で 公開する ことを前

提と した制作で あり , 地域 に根差 した表現活動とそ

れに伴う地域 コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の活発化を ねら っ

た実践で ある｡ 地域社会の 中で
, 他者と協同的に ,

知的な制作活動を実践す る ｡ こ の こ とは
,
｢ 活動 結

果が社会と の接点を強く持 つ ことに よ っ て
,
さらに

孤立 しな い 学校社会が 形成 され て い く｣ ( 保崎 ,

2 0 0 3) プ ロ セ ス にも つ なが るの で はない だ ろうか ｡

デ ジタ ル メ デ ィ ア表現能力をは ぐく む学習環境の

開発を行 っ た の が , 中橋 ( 2 0 0 4) で ある ｡ こ の 研究

で は
,
対面授業に加 え, 非 同期の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ

ソ が可能なイ ン タ ー ネ ッ ト環境を活用する こ と で ,

大学生 の デ ジタ ル メ デ ィ ア 表現能力を育成する こ と

を試み て い る ｡ 役割に応じて 教育や学習の 手段を組

み合わ せ るプ レ ソ デ イ ツ ド ラ ー ニ ソ グ の イ ン ス ト ラ

ク シ ョ ナ ル デザイ ン を参考に して , 学習環境 の 開発

を行 っ た ｡ 具体的 に は, 対面授業と W e b 教材 ,

B B S を連動さ せ ,
｢ 操作技能｣ , ｢ 表現形式｣ , ｢ 表現

意図｣ の 要素を ス パ イ ラ ル に往復させ る モ デ ル を提

案して い る ｡

酒井 (2 0 0 2) は, メ デ ィ ア リテ ラ シ ー 学習を支援

する教師用ポ ー タ ル サ イ ト の 開発を行 っ た｡

さらに
, 酒井ら ( 2 0 0 3) は , 教師が 1 ) マ ス メ デ ィ

ア の ｢ 送 り手｣ , 2 ) メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー

の 研究

者,
3 ) 熟練教師, 4 ) 他教師とイ ン タ ラク シ ョ ソ

により メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー の効果的な授業実践開

発が可能なオ ン ラ イ ン 学習環境 ｢ M e d i a T e a c h e rs

V ill a g e｣ の 開発を行 っ て い る ｡ そ れは ,
2 つ の 楼

能か ら構成されて い る ｡ 1 つ は ｢ メ ン バ ー

& 授業案

リ ス ト｣ で あ る ｡ 教師同士 の プ ロ フ ィ ー ル と各教師

の 持ち寄 っ た授業案を参照する ことが で きる ｡ もう

1 つ は ｢ S t e p｣ で ある ｡ ｢ S t e p｣ の テ
ー マ は以下

の6 段階か ら構想されて い る｡ 1 ) ｢ メ デ ィ ア ･ リ テ

ラ シ
ー

とは｣ , 2 ) ｢ 情報の受け手とは｣ , 3 ) ｢ メ デ ィ

ア の 送り手とは｣ , 4 ) ｢ 研 究者の 立 場か ら｣ , 5 )

｢ ベ テ ラ ソ実践者の授業｣ , 6 ) ｢ ディ ス カ ッ シ ョ ソ

ス ペ ー ス｣ で ある ｡ それぞれ テー マ に沿 っ た コ ン テ

ン ツ と電子掲示板が設置されて い る｡ 教師は ,
こ の
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S t e p 1
- 6 - の 参加を通 じて ,

メ デ ィ ア の送 り手

や研究者,
ベ テ ラ ン 実践者と の イ ソ タ ラ ク シ ョ ソ を

行う｡ こ の サ イ トを通 じた学習活動の 評価の 結果,

メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー の内容と教授方法に関する知

識を獲得して い ることが明らか に な っ た として い る ｡

以上 の 研究の ように ,
ネ ッ ト ワ

ー

ク を活用 した教

員研修が各地 の 教育セ ン タ ー で も行われて い る ( 全

国教育研究所連盟 ,
2 0 0 4) ｡

たとえば , 埼玉 県立教育セ ン タ ー

で は
,
メ デ ィ ア

活用力と して の ソ フ ト ウ ェ ア の 基本操作の 習得を 目

指した取り組み を ,
e - ラ

ー

ニ ソ グを活用 して 行 っ

て い る｡ こ こ で は ,
e ラ

ー

ニ ソ グ研修 ( 遠隔研修)

の位置づけを, 活用面か らとらえる と基礎に位置し ,

技術面か らみる と初級 レ ベ ル に位置づ けて い る｡ コ

ン ピ ュ
ー タ の基本操作と習熟を目的と した研修で あ

る ｡ e ラ
ー

ニ ソ グ シ ス テ ム における , 研修受講者,

教材作成者, 指導者 ･ 管理者の 役割を以下の よう に

示 して い る ( 全国研究所連盟,
2 0 0 4

, p p 6 8 -6 9) ｡

a . 研修受講者

イ ソ タ - ネ ッ ト閲覧 ソ フ トを使 っ て ,
｢ い つ

でも ･ ど こ で も｣ サ
ー バ 上 の 教材を用 い て

,
学

習する こ とが で きる ｡ 学習した教材 の進捗度や

テ ス ト の 成績は, サ ー バ 上 の デ ー タ ベ ー ス に格

納される ｡ 質問事項などは, 掲示板を利用 して ,

質問 ･ 疑問 とそ の 回答をデ
ー タ ベ ー

ス化 し, い

つ で も閲覧する ことが で きる ｡ また , Q & A 機

能 ･ 電話 ･ e メ ー ル な どを使 っ て 行う こ ともで

きる ｡

b . 教材作成者

教材作成 ツ
ー ル を使 っ て

,
既存の デ - タを活

用 して , 教材作成を行い ,
サ ー バ 上 に教材を格

納す る ｡ 教材の 更新も可能で ある｡ 教材作成は

w e b ペ
ー ジ作成を行う の と 同じ感覚で 作成 で

きる ｡

c . 指導者 ･ 管理者

成績管理 ツ ー ル を使 っ て ,
サ ー バ 上 の 学習者

の 進捗状況や テ ス ト結果をリ ア ル タ イ ム に参照

で きる｡ 成績情報は, 学習者単位 ･ 講座単位 ･

ク ラ ス ･ 所属単位に集計 ･ 分析す る こ とが で き

るようにな っ て い る ｡

管理 ツ ー ル を使い , 受講者の 登録,
ク ラ ス や

所属 へ の受講者の 追加 , 講座の 登録な ど, 管理

全 般 を 行う こ と が で き る ｡ 管理 ツ
ー ル は ,

w e b ブ ラ ウ ザ を使 っ て 操作す るた め , 遠隔地

か らの操作も可能にな っ て い る ｡

以上のような役割をシ ス テ ム に持たせ ,
｢ イ ソ タ

-

3 1

ネ ッ ト に よ る遠隔研修 ( 初級 ･ 中級)｣ 講座を実施

し
,
遠隔研修の 受講方法に つ い て の 講習を 1 日集合

研修で 実施した ｡ そ の 後はイ ソ タ - ネ ッ ト に よる遠

隔研修を各自で 行い , 4 ヶ 月間とい う期限を設けた ｡

コ ン テ ソ ツ に つ い て は
,
ワ

ー プ ロ ソ フ ト ･ 表計算 ソ

フ ト ･ データ ベ ー ス ソ フ ト の基礎編 ･

応用編があり ,

プ レ ゼ ソ テ ー

シ ョ ソ ソ フ トに つ い て は基礎編の み が

ある ｡

これら の 研修の 特徴は ,
｢ 集合研修｣ と ｢ 遠隔研

修｣ を組み合わせた こと である｡ ｢ 集合研修｣ によ っ

て ｢ 遠隔研修｣ - 進む手順 を研修し, 研修中の疑問

点の解決方法等に つ い て遠隔研修で 行 っ た｡ また ,

こ の講座の 研修受講者が校内で の 研修 の リー ダー的

な役割を果た し, 各学校にお い て 遠隔研修に よる校

内研修を行 っ た ｡ こ の研修に つ い て も コ ン テ ソ ツ に

つ い て は ｢ 遠隔研修｣ と同様に ,
ワ

ー プ ロ ･ 表計算 ･

プ レ ゼ ソ テ ー

シ ョ ソ ソ フ ト の 基本操作の 習得の 講習

とな っ て い る ｡

ソ フ ト ウ ェ ア の 基本操作の 習得を 目指 した取り組

み の研修に対して は ,
こ の よう な遠隔研修の 有効性

を指摘して い る ｡

e ラ ー ニ ソ グを取り入れ ,
教員研修 の 質的改善を

図 っ た取り組みに
,
宮城県教育研修セ ン ターの 事例

がある ( 全国教育研究所連盟,
2 0 0 4) 0 e ラ ー

ニ ソ

グ シ ス テ ム 活用 の ね ら い を ,
｢ 課題解決型の 研修を

目指し, 研修会内容の充実と深化を図る｣ ｢ 受講者

の研修会 へ の 主体的な参加を目指す｣ ｢ 受講者同士 ,

または講師と受講者との情報交換, 研修成果の共有

化を図る｣ ｢ 授業に直接生か せ る研修を 目指す｣ と

して い る ｡ そ の 概要は ,
I T を活用 して 1 つ の 研修

会を ,
6 つ の セ ッ シ ョ ソ に 分け, 研修成果の 共有化

などを図れるように した研修シ ス テ ム で ある ｡ 研修

会当日 の 限られた貴重 な時間を ,
イ ン タ

ー

ネ ッ トを

活用する こ とに より, こ れま で 以上に効果的なもの

にする こ とを 目指し, 次 の ような 6 つ の セ ッ シ ョ ン

で構成 されて い る ( 全国研究所連盟 ,
2 0 0 4

, p p 7 0 -

7 1) 0

a .
セ ッ シ ョ ン 1 : 事前資料の 入手 ( 約 2 週間前

か ら)

主催者側か ら研修会当日 の 約 2 週 間前に提供

される研修の 日程 ,
概要

,
課題

,
準備物などに

関す る資料を
,
受講者は ,

W e b ペ ー ジ に 自ら

ア ク セ ス して 受け取る ｡

b .
セ ッ シ ョ ソ 2 : 課題 の 把握

事前資料に は, 研修会の 担当者 ( また は講師)

か ら
,
当日 の 講義や演習などに 参加す る受講者
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一

人 ひと りが 把握 して おく べ き ポイ ン トや課題

が示され る ｡ こ の こ とに より受講者は研修会に

参加する上 で の 各自の 課題を 明確にす る こ とが

で きる｡

c , セ ッ シ ョ ソ 3 : 課題の 整理と意見交換 ( 前日

まで)

受講者は
,
自分自身の 課題を簡潔に まとめ,

研修会の 前日ま で に W e b ペ ー ジに記 入する ｡

これは, 参加す る受講者相互 の 意見交換と して

役立 つ だ けで なく , 研修会の 担当者 ( または講

師) が参加する受講者 の ニ ー ズ を把握するため

に必要な情報となる｡ 受講者に と っ て は
,
必要

な情報をあらか じめ 入手す る こ とが で き, 課題

意識をも っ て 研修に取り組む こ とが で きる｡

d . セ ッ シ ョ ソ 4 : 研修会 - の 参加 ( 当日)

これま で の 研修会と異なり , 講義がそ れぞれ

の受講者の 課題解決に応えられ る内容となる｡

また
,
セ ッ シ ョ ン 3 に お い て あらか じめ他の 受

講者の 考え方や 意見を把握して い る の で ,
より

活発な意見交換が即座に可能となる｡

e .
セ ッ シ ョ ン 5 : 研修の 評価と成果の 共有

研修会終了後,
1 週 間以内に , 研修会の評価

を W e b ペ ー ジ に 記入 さ せる ｡ こ れ は , 研修セ

ン タ ー

における今後の 研修会をよりよ い もの に

して いくために必要なもの で あるばか り でなく
,

参加 した受講者
一

人ひ とりの 自己評価や 相互評

価を行う ことに より新たなこ とに 気づ い たり,

改善点が 明確に なる など
,
研修が より効果的 な

もの と なる ｡

f .
セ ッ シ ョ ソ 6 : 関連資料の 入 手 ( 研修会当日

以降)

研修会当日 の配付資料や協議, 演習 の記録な

ど
, 関連資料も で き るか ぎり W e b ペ ー ジ に 掲

載して おき , 自主研修や 校内で の 伝達講習会な

どに活用で きる｡

以上 の ように
,
事前の 課題提示 か ら事後 の

一

連 の

流れをセ ン タ ー

の W e b ペ ー ジ 上 に構築 した こ とに

より
,
｢ 従来の 研修 ス タ イ ル とは , 受講者 の 取り組

み に は っ きりと違い が現れた｣ と述べ て い る｡ そ し

て
, 課題と して は, ｢ 研修内容 ･ 資料 の 提示 時期 の

明示｣ ｢ 受講者の ニ ー ズ を把接 した , 効果的 な研修

が実現で きる課題の 工夫｣ ｢電子掲示板の 効果的な

活用｣ ｢ 受講者の課題を把握 し, 多く の 意見を講義

に取り入 れて い くため の 研修会運営上 の 工夫｣ ｢研

修の 評価の 工 夫｣ をあげ て い る ｡

5 . 今後の課題

本論で はまず
,
社会の変動と求め られるリ テラ シ ー

の変遷に つ い て 述べ て きた｡ 社会が変化し進展する

中で ,
リ テ ラ シ ー

の概念もまた変貌を遂げて きた｡

これ まで の 社会の発展と存続は , 極端に 言え ば文

字とい う記号に よる コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ソ に依存 して

きたとも言 える ｡ 人 々 に よ っ て形成されて きた多く

の文化は, 文字に よ っ て表現され記録され伝達され

て きた ｡ そ し て
,
先人 の文化 の 享受は , 文字の読解

能力に全面的に 依存して きた ｡ 学校教育の 主要な役

割は , 文字の リ テ ラ シ ー

で あると言 っ て も良い ほ ど

で ある ｡

社会は , 情報通信技術の 進展に より, そ の コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ソ の形態も大 きく様変わ りを して きた｡

イ ン タ ーネ ッ トに代表され るように ,
ど こ で も誰も

が不特定多数に 対しで情報を発信 し, か つ誰か らも

受信 で きると同時に他人の情報源 を検索し容易に ア

ク セ ス で きる状況に な っ て きた ｡ 情報ネ ッ ト ワ ー

ク

社会におけ る コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の 形態は, マ ル チ

メ デ ィ ア で 表現され るよ うに , 文字 ･ 数値 ･

画像

( 動画) ･ 音声な どが統合された情報が 対象となる｡

こ の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ 形態は
, 従来の 印刷 メ ディ

ア に よる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソとは決定的に異 なる能

力や 態度を必要とする｡ そ の
一

つ は
,
コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ と して 扱う シ ン ボ ル が複合的で ある こ とに あ

る ｡ こ れま で は, 文字は紙メ デ ィ ア
,
音はテ - プ

,

動 きは ビ デオ とい っ た ように ,
シ ソ ボ ル とそ れ を表

現する メ デ ィ ア は単体で あ っ た ｡ したが っ て , 文字

は文字
,
映像は映像と い うように単 一

の シ ン ボ ル で

の 表現方式で あ っ た ｡ マ ル チ メ デ ィ ア に よ っ て
,
こ

う した 単
一

シ ン ボ ル で の 表現が , 音や 画像, 図表 ,

数値
,
文字

,
画像などを組み合わ せ統合して 表現で

き るように な っ た ｡ こ う した マ ル チ シ ソ ボ ル によ る

表現は , 単
一

シ ン ボ ル の 表現に生 きて きた我々 に
,

マ ル チ シ ン ボ ル の操作を要求する｡ これからの コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ソ は
,
文 字 ･ 数値 ･ 画像 ( 動画) ･ 音声

な どが マ ル チ メ デ ィ ア 上に 統合された情報に よ っ て

なされ る の で ある ｡ マ ル チ シ ン ボ ル が複合化され ,

そ れに よ っ て表現された情報を読み書きする能力,

新しい リテ ラ シ ー

と して の メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の 登

場 で ある｡

社会 の変動か ら新しい リテ ラ シ ー が要請され て き

たように
,
教師に も力量として の メ デ ィ ア リテラ シ ー

が求め られて きた ｡ 地上 デジタ ル 放送や教科 ｢ 情報｣

の 実践が行われて い るように , 鉛筆とチ ョ ー ク の 時
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代か ら, 情報通信 ネ ッ ト ワー クを活用する時代 - と

教室の 風景も様変わりして きた o 教師の メ デ ィ ア リ

テ ラ シ
ー

の 育成を真剣に考えなければならない 時代

に な っ て きた の で ある ｡ I C T 指導力に 関する教員

養成や現職教員の 研修が ,
ますます重要視されるゆ

えん で ある ｡

本論 で は , 教師の メ デ ィ ア リテ ラ シ
ー 育成に 関す

る先行研究を概観して きた｡ 研究で 対象とした教育

( 研修) 内容に つ い て まとめると ,
メ デ ィ ア リ テ ラ

シ ー の構成要素を単 一 に とらえる の で はなく, 要素

間を相互 に連動 して リテ ラ シ
ー

を向上させ ようと い

う研究がみ られ る ように な っ て きた ｡ たとえば ,
メ

デ ィ ア 表現力が高ま るように メ デ ィ ア読解力を位置

付けたプ ロ グラ ム を作成 し, 実施されて きて もい る ｡

メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー が 多層的で 多面体的に とらえら

れて い るゆえに
,
構成要素同士 の 関連性を考えた内

容を考案して い く ことが 今後とも大切 で あろう｡

また , 方法的 な側面で は , 講義主流型の 教育 ( 研

修) 方法か ら実践的 で 体験型 の方法に移行 して きて

い る ｡ 演習形式に して も,
ワ

ー ク シ ョ ッ プ型の方法

や
,
外部人材 を活用 した協力教授の方法も取り上げ

られて い る｡ さらに は, 遠隔学習や オ ソ ラ イ ン 学習

を プ レ ソ ドした指導 ( 研修) 形態の 研究動向もみら

れるようにな っ て きた｡ しか し, 力量を ス テ ッ プ ア ッ

プさせ る上 で , 受講生 となる教師間の 対話の 欠如や

共同性に改善の 余地 があると思われる｡ 教師の 研修

に対するモ チ ベ
-

シ ョ ソ をどの ように して 維持させ

る か と い っ た こ とも解決す べ き点で あろ う ｡ 指導

( 研修) 形態と して ,
単 に方法を組み合わ せるだけ

ではなく , 研修の シ ス テ ム と して教師の モ チ ベ
ー

シ ョ

ソ を維持継続させ る機能や , リ テ ラ シ
ー

を育成す る

上 で しか けともい える機能を組み込ん で い く こ とが

大切に な っ て く る ｡ たと えば, 研修 シ ス テ ム に ,

( 履修) 契約機能,
対話 ･ 討論機能, 評価 ･ フ ィ

ー

ドバ ッ ク機能, 省察 ･ フ ィ
ー ド フ ォ ワ ー ド機能とい っ

たもの を, そ れ こ そ ネ ッ ト ワー クを活用して ,
い か

に仕組ん で い く かが 考慮する所で あろう｡ とりわけ ,

自己学習型 ･ 自立型の e- L e a r n i n g 形態を目指 した

場合に は
,
そ の ような機能の レ ベ ル が , 研修の 成否

に関わ っ てく るだ ろう ｡

教師の メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

育成研究 の 改善の 視点

として は
,
1 ) ス キ ル 的な側面に特化したもの で は

なく , 教師が実際に行う授業か ら位置付く メ ディ ア

リテ ラ シ ー

の ( 研修) 内容の編成 ,
2 ) 集合型と遠

隔型 ( オ ン ラ イ ソ) の そ れぞれの 機能に 着目 した指

導 ( 研修) 方法の構成, と い っ た こ とがあげられる ｡

3 3

E - L e a r n i n g シ ス テ ム で あれば ,
メ デ ィ ア 環境を ど

の ように活用 し, 機能させて いくか が, 教師の メ ディ

ア リテ ラ シ
ー 育成のため の重要な視点となるだろう ｡

社会の 変貌は, そ こ で の コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ の 形

態に大 きく影響を及 ぼすo コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ ネ ッ

ト ワ ー ク は
, 限りなく世界をめぐるが, コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ソ が ど の ような文脈で 為され るか は, 人間形成

にお い て 大きな意味を持つ ｡ 新し い文化は, 教育 コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ソ に よ っ て 創られ て い く｡ 教師の 役

割 は重大 で あり, そ れゆえ , 教師自身が社会 の進展

と共に成長して い か なければな らな い ｡

未来に向か う高度情報通信社会に あ っ て , 教師に

こ そ
,
学び続け る リテ ラ シ ー と して

,
メ デ ィ ア リ テ

ラ シ
ー が要請され る ｡ 教師の メ デ ィ ア リテ ラ シ

ー 育

成 の方策を, さらに 具体的に構想する こ とが, 今後

の 大きな課題で あろうo
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6 月2 5 日閲覧)

延味道都 ･ 楢原毅 ･ 宮崎毅 (2 0 0 2) 高等学校普通

教科 ｢ 情報｣ 授業プ ラ ソと実践事例 . 小学館,
東

京.

藤原康宏 ･ 大西仁 ･ 永岡慶三 (2 0 0 5) 情報処理入

門科目における オ ン ラ イ ン個別学習シ ス テ ム を利

用 した授業実践とそ の効果. 日本教育工学会論文

誌 ,
2 9 ( S u p p l .) , 1 0 9 - 1 1 2 .

原克彦 ( 2 0 0 2) 教員を対象と した 体験型研修内容

と受講者 の満足度. 日本教育工学会第1 8 回大会講

演論文集, 6 0 5- 6 0 6 .

東原義訓 ( 2 0 0 4) 現職教員の た めの W e b 研修と

集合研修を融 合した教員研修. 日本教育工学会第

2 0 回全国大会講演論文集,
9 6 9 - 9 7 0 .

姫野完治 (2 0 0 5) 教員養成に おける情報教育力 リ

キ ュ ラ ム の 開発と評価, 秋田大学教育文化学部教

育実践研究紀要, 第2 7 号 ,
7 7 -8 6 .

平松茂 ( 2 0 04) ｢ 確か な学力｣ 育成 に 向けた参加

型 ･ 実践的研修 へ - 教員の I C T 活用指導力の 目

標と研修の 在り方- . 日本教育工学会第2 0 回全国

大会講演論文集,
1 ト1 4 .
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堀田 龍也 ･ 中川 -

史 ･

大 笹 い づ み ･ 狩野 ひ ろみ

( 2 0 0 4) 参加型 ･ 異業種交流 ･ 相互評価の 3 つ

の コ ン セ プ トに よるI T 活用指導力に 関する初等

中等教育向け民間教員研修プ ロ グ ラ ム の 開発と評

価 . 日 本教 育 工 学 会論 文 誌 ,
2 8 ( S u p p l .) ,

1 2 9 -1 3 2 .

保崎則男 ( 2 0 0 3) メ デ ィ ア の 高度活用 とは何か .

山地弘起 ･ 佐賀啓男編. 高等教育と I T 一授業改

善 - の メ デ ィ ア 活用 と F D . 玉 川大学出版部 , 秦

.坑 , p p . 2 1- 3 3 .

池田正浩 ･

水越敏行 ( 2 0 0 0) 教師の メ デ ィ ア リ テ

ラ シ
ー

に関する調査研究. 水越敏行編著. メ デ ィ

ア リ テ ラ シ ーを育て る . 明治図書, 東京 , p p . 7 6

- 1 0 8 .

生 田孝至 (1 9 9 9) ｢ 情報｣ 科 - の 期待と課題 .

I C T ･ E d u c ati o n
,
N o . 1

,
ト4 .

生 田孝至 (2 0 0 4) メ デ ィ ア 1) テ ラ シ ー

再考. 第1 1

回 日本教育メ ディ ア 学会年次大会発表論文集,
7 -

1 0 .

香川順子 ･ 今井亜湖 ･ 姫野完治 ･

山田雅行 ･ 重 田勝

介 ･ 久保川洋 一

( 2 0 0 2) デ ジタ ル 学習教材作成

ワ ーク シ ョ ッ プ におけ る ア ドバ イ ザ ー の 役割. 日

本教育工 学会第1 8 回大会講演論文集
,
2 3 9- 24 0 .

神月宏 ･ 小寺英雄 ･ 三宅正太郎 ( 1 9 8 3) 映像視聴

能力 の育成と評価に 関する基礎的研究 ( ⅠⅠ) . 大

阪府科学教育セ ン タ ー 研究報告集録, 第9 8 号,
8 4

-1 06 .

川 西由美子 ( 2 0 0 3) 大井町プ ロ ジ ェ ク ト一地域市

民 の映像メ デ ィ ア 表現実践. 東京大学情報学環編 .

メ ル の環 - メ デ ィ ア 表現
,
学びと リテ ラ シ ー

,
ト

ラ ン ス ア ー ト
, 東京, p p . 2 6 13 2 .

木原俊行 ( 1 9 9 5) メ デ ィ ア リ テ ラ シ ーを育てる指

導方法, 田中博之編.
マ ル チ メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

.

日 本放送教育協会
,
東京

, p p . 8 5-1 0 5 .

木原俊行 ･ 堀田龍也 ･ 箕輪貴 ･ 富永慎 一
･ 嶋崎真紀

子 ( 2 0 0 2) W e b を活用 した放送教育指導者養

成 プ ロ グ ラ ム の評価. 日本教育工学会第1 8 回大会

講演論文集,
1 1 3- 11 6 .

高度情報通信ネ ッ ト ワー ク社会推進戦略本部 (2 00 1)

e - ∫ A P A N 戦略. h t t p :// w w w . k a n t ei . g o .

j p/j p/it/ n e t w o rk / d a il / p d fs/ s5
_
2 . p df . (2 0 0 6 年

6 月25 日閲覧) ｡

三宅正太郎 ･ 小寺英雄 ･ 佐藤正満 (1 98 4) 映像視

聴能力の評価に関する実証的研究(2) . 視聴覚教育

研究, 第1 5 号
,
5 5- 70 .

三 宅なほ み ( 2 0 0 3) 掲示板に よる協調学習. 情報

科学と テ ク ノ ロ ジ ー

. 日 本放送出版協会, 東京
,

p p . 3 9-5 1 .

水越伸 ( 20 0 0) 日本に おけるメ デ ィ ア リ テ ラ シ ー

の 展開と課題. 水越敏行編, メ デ ィ ア リテ ラ シ ー

を育て る . 明治図書.

水越敏行 (1 9 8 1) 視聴能力をどうとらえ るか . 水

越敏行編著, 視聴能力の 形成と評価. 日 本放送教

育協会, 東京, p p . l l- 3 4 .

水 越敏行 (1 9 9 5) 教育メ デ ィ ア 研究の現状と今後

の 課題 . 教育 メ デ ィ ア 研究
,
v o l . 8( 1) , 8 - 2 3 .

水 越敏行 (1 9 9 6) リ テ ラ シ ー 概念の変遷. 水越敏

行 ･ 佐伯肝編著, 変わる メ ディ ア と教育 の ありか

た . ミ ネ ル ヴ ァ 書房 , 京都, p p . 1 4 -3 6 .

水越敏行 (1 99 9) 新しい リテ ラ シ ー

の育成とメ デ ィ

ア 教育. 水越敏行編著,
メ デ ィ ア を活かす授業づ

くり . ぎ ょうせ い
, 東京.

水越敏行編 (2 00 0) メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ ー

を育て

る . 明治図書, 東京 .

水越敏行 ･

生 田孝至編著 (2 0 0 5) こ れか らの 情報

と メ デ ィ ア の 教育. 図書文化, 東京.

文部科学省 (20 0 5) 学校における教育の 情報化の

実態等に関す る調査 ( 中間調査) 結果.

h t t p :// w w w . m e x t . g o .j p/ b
_
m e n u / h o u d o u /

17/ 1 2/ 0 51 2 05 0 2 . h t m ( 平成1 8 年 6 月2 5 日閲覧) .

文部科学省編 (2 0 06) 文部科学自害 ( 平成1 7 年度) .

国立印刷局.

宗末勝信 ･

岡部昌樹 ( 1 9 7 9) 映像による地域比較

を中心と した学習イ メ ージと情意の 形成 . 第 5 回

全 日本教育工学研究協議会石川加賀大会論文集,

2 4 2- 2 4 5 .

永野和男 ( 2 0 0 4) 教員に 求め られ る I C T 能力 -

情報ネ ッ ト ワ ー ク時代に求め られ る教 師 の 力量と

そ の 育成 -
. 日本教育工学会第2 0 回全 国大 会講演

論文集 -
, 5- 6 .

中川
-

史 ( 2 0 0 2) 情報教育を実践する教師の ため

の コ ミ ュ ニ テ ィ 構築 ･ 推進 マ ネ ー ジ メ ソ ト に関す

る事例研究 . 日本教育工学会第1 8 回大会講演論文

集,
6 1 -6 4 .

中川
-

史 ･

北川久
一

郎 ･ 豊 田充崇 ･ 山中昭岳 (2 0 03)

情報教育を実践する教師の ため の コ ミ ュ ニ テ ィ構

築, 推進 マ ネ
ー ジ メ ソ トに関する事例研究 2 . 日

本教育工学会第1 9 回全 国大会講演論文集
,
9-1 0 .

中橋雄 ( 2 0 04) デ ジ タ ル メ デ ィ ア 表現能力を育む

学習環境の 開発. 日本教育工 学会第20 回全国大会

講演論文集,
4 0 7- 4 0 8 .

中橋雄 ･ 水越敏行 ( 2 0 0 3) メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ
ー



教師の メ デ ィ ア リ テ ラ シ
ー

育成に関する研究動向と課題

の構成要素と実践事例分析. 日本教育工学雑誌,

2 7 ( S u p p l .) , 4 1 -4 4 .

南部昌敏 ･ 福元大作 ･ 林憲昭 ･ 浦野弘 ･ 井上久祥 ･

赤堀正宜 ( 2 0 0 3) 教員養成における映像作品制

作能力育成プ ロ グ ラ ム の 開発と試行. 日 本教育工

学会第1 9 回全国大会講演論文集,
88 5 -8 8 6 .

南 部昌敏 ･ 浦野弘 ･ 井上久祥 ( 2 0 0 2) 作品 の 構造

に着目 した映像視聴能力 ･ 映像制作表現能力育成

プ ロ グラ ム の 開発 ( そ の 1 ) - 関連構造図描画 シ

ス テ ム の 開発と育成 プ ロ グ ラ ム の 構成 -
. 日 本教

育工学会第1 8 回大会講演論文集,
6 4 9- 65 0 .

仲村篤志 ( 2 0 0 2) 初任者に対する情報教育研修を

行う際の メ
ー

リ ン グリ ス ト の効果に つ い て . 日本

教育工学会第1 8 回大会講演論文集,
2 6 9- 2 70 ,

中野民夫 (2 0 0 1) ワ - ク シ ョ ッ プ
ー

新し い 学びと創

造の 場 . 岩波新書,
東京.

西本三十 二 ( 1 9 79) 視聴覚教育の 展望. 大内茂男･

高桑康雄 ･ 中野照海編. 視聴覚教育の理論と研究 .

日本放送教育協会, 東京,
9-1 4 .

岡谷善博 ･ 大下虞二 郎 ( 2 0 0 2) 教員の 情報モ ラ ル

研修におけ る e- L e a r n i n g 活用 の試み . 日 本教育

工学会第1 8 回大会講演論文集,
4 1 1 -4 1 2 .

太 田静樹 (1 9 6 3) 作文分析に よるテ レ ビ視聴能力

と番組批判, 奈良学芸大学紀要 ,
l l

,
1 7 7-1 91 .

P o tt e r
,
W .J . ( 2 0 04) T h e w y of M e dia L it e r a c y ,

S a g e P u bli c ati o n ,
T h o u s a n d O ak s .

酒井俊典 (2 0 0 2) メ デ ィ ア ･ リ テ ラ シ
ー 学習を支

援す る教師用 ポ
ー タ ル サ イ ト の 開発. 日本教育 工

学会第1 8 回大会講演論文集, 6 4 5- 6 46 .

酒井俊典 ･ 八重樫文 ･

久松慎
一

( 2 0 0 3) 教師の メ

デ ィ ア ･ リ テ ラ シ
ー

授業実践開発を支援するオ ン

ラ イ ン 学習環境. 日本教育工学会第1 9 回全国大会

講演論文集,
8 8 3 -8 8 4 .

坂 元昂 ( 1 98 5) メ デ ィ ア 教育 の カ リキ ュ ラ ム 開発

研究. 教育工学関連学協会連合全国大会講演論文

集
,
9 3- 94 .

佐 々 木弘記 ( 2 0 0 4) 教員研修に おけ る e ラ
ー

ニ ソ

グと集合研修の ブ レ ン デ ィ ソ グ に関する
一 考察.

日本教育工学会論文誌,
2 8 ( S u p p l .) , 1 25 -1 2 8 .

佐藤学 (2 0 0 3) リ テ ラ シ ー

の概念とそ の再定義.

教育学研究, 第7 0 巻,
第 3 号

,
2 9 2- 3 01 .

椎木衛 ･ 八重樫文 (2 0 0 3) 企業ウ エ ッ ブ マ ス タ ー

の 授業協力に よる ウ ェ ブ リテ ラ シ -

学習効果の研

究. 日本教育工学会第1 9 回全国大会講演論文集,

8 9 3- 8 94 .

椎木衛 ･ 八重樫文 ( 2 0 0 4) ウ ェ ブ リ テ ラ シ ー 育成

3 5

の た め の 授業実践と シ ス テ ム 開発. 日本教育工学

会第2 0 回全国大会講演論文集,
4 0 3- 40 4 .

総務省 ( 2 0 0 6) 情報通信 自書 平成1 7 年版 . 総務

省.

多田俊文 ( 1 9 6 8) 映像認知の 発達に関する実験研

究. N H K 文研年報 ,
1 3 , 1 0 7-1 4 9 ,

寺嶋浩介 ･ 亀井美穂子 ･ 吉 田 好事 ･

久 保 田 賢
一

(2 0 0 3) 大学の マ ル チ メ デ ィ ア 制作実習に おけ

る学習環境の デザイ ン . 日 本教育工学会第1 9 回全

国大会講演論文集,
8 1 ト8 1 2 .

戸 田俊文 ( 2 0 0 2 a) ネ ッ ト ワ ー ク上 で の 討論が 教

員の 情報 モ ラ ル 教育に 関わる認識に与える影響の

検討 . 日本教育工 学会第1 8 回大会講演論文集 ,

4 0 9-4 10 .

戸 田俊文 ( 2 0 0 2 b) 情報 モ ラ ル 教育に関わる教師

の e - L e a r n i n g に よる教員研修の 試み . 日本教育

工学会誌 ,
2 6 ( S u p p l .) : 9 7 -1 0 0 .

戸 田俊文 ( 2 0 0 3) 教員研修における e - L e a r n i n g

シ ス テ ム の 適合に関する研究 . 日本教育工学会第

1 9 回講演論文集, 2 7 7- 2 7 8 .

戸 田俊文 ･ 清水康敬 (2 0 0 4) 教師の ネ ッ ト ワ ー ク

討論に おけ る役割分担に関す る検討 . 日本教育工

学会論文誌,
2 8 ( S u p p l ,) , 2 4 5- 24 8 .

戸 田俊文 ･ 益子典文 (2 0 0 5) ブ レ ン デ ィ ッ ド型に

よる効果的な教員研修プ ロ グラ ム の要件 に関す る

検討. 日本教育工 学会論文誌,
2 9 ( S u p p l .) , 1 2 1

-1 2 4 .

浦野弘 ･ 南部 昌敏 ･ 赤堀正宜 ( 2 00 3) 映像カ テ ゴ

リ
ー

･ 理解要素マ ト 1) ッ ク ス を用 い た番組理解の

た め の 分析的視聴 の 試み - N H K 学校放送 番組

｢ くら しの歴史
･ 五人組｣ を用 い て - . 日本教育

工学会第1 9 回全 国大会講演論文集,
8 8 7-8 8 8 .

山 田恒夫 ･ 柳沼良知 ･ 三輪虞木子 ･

仁科 エ ミ ( 2 00 3)

学習オ ブ ジ ェ ク ト作成 の ため の研修 コ
ー

ス の 実施

と評価 - 予備的検討 - . 日本教育工学会第1 9 回全

国大会講演論文 集, 7 9- 80 .

山内祐平 ･ 水越伸 ･ 竹内淳 ･ 林 直哉 ･ 清水 宣隆

(2 0 0 1) 学校と地方放送局の連携モ デ ル の設計 .

日 本教育工学会第1 7 回大会講演論文集.

山内祐平 ･ 水越伸 ･ 本橋春紀 (2 0 0 2) 学校と地方

放送 局の 連携モ デ ル の設計(2) - メ デ ィ ア ･ リ テ ラ

シ
ー

教育の 展開- . 日本教育工学会第1 8 回大会講

演論文集
,
6 4 7- 64 8 .

吉 田貞介 ( 1 9 8 5) 映像時代の 教育. 日本放送教育

協会, 東京.

吉田貞介編著 (1 9 92) 映像を生か した環境教育.
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日本放送教育協会, 東京.

全国教育研究所連盟編 (2 00 4) 学校を開く e ラ
ー

ニ ソ グー ス キ ル ア ッ プに役立 つ活用 ガイ ド. ぎ ょ

うせ い
, 東京.




